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芳

則

は
じ
め
に

　

皇
室
は
各
国
と
の
関
係
を
親
密
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ

の
役
割
は
「
皇
室
外
交
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
開
国
後
に
来
日
し

た
外
国
人
を
接
待
す
る
た
め
、
日
本
の
宮
中
儀
礼
に
は
洋
式
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十
一
月
三
日
の
天
長
節
で

は
、
文
官
大
礼
服
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ（

（
（

、
御
正
服
姿
の
明
治
天

皇
と
五
衣
・
唐
衣
・
裳
姿
の
美
子
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
の
御
真
影

が
勅
任
官
た
ち
に
下
賜
さ
れ
た（

（
（

。
さ
ら
に
同
日
に
延
遼
館
で
開
催
さ

れ
た
祝
賀
会
で
は
西
洋
料
理
が
出
さ
れ
た（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、
勲
章
制
度

は
明
治
六
年
三
月
か
ら
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
制
定
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
と
各
国
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
贈
答
儀
礼
の
な
か
で
勲
章
は

も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
勲
章
制
度
の
な
か
っ
た
日
本
が
そ

れ
を
必
要
と
し
た
の
は
、
外
国
と
の
贈
答
儀
礼
で
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
勲
章
贈
答
の
研
究
は
、

「
皇
室
外
交
」
を
担
う
皇
室
は
も
と
よ
り
、
勲
章
制
度
を
理
解
す
る

上
で
避
け
ら
れ
な
い
検
討
課
題
と
い
え
る
。

　

明
治
天
皇
の
外
交
儀
礼
に
関
す
る
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
勲
章
に

つ
い
て
は
授
受
の
模
様
を
断
片
的
に
紹
介
す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る（

（
（

。
勲
章
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
栄
典
制
度
や
授
与
式
な
ど

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
検
討
対
象
は
国
内
の
華
族
や
官

僚
で
あ
っ
た（

（
（

。
外
国
人
へ
の
叙
勲
に
つ
い
て
本
格
的
に
研
究
し
た
も

の
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
外
国
人
に
贈
ら
れ
た
勲

章
に
関
す
る
公
文
書
は
膨
大
に
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
反
し
て
贈
答

儀
礼
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

外
国
と
の
勲
章
贈
答
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
と
国
立

公
文
書
館
の
史
料
が
有
力
な
手
が
か
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
外
国
に

贈
る
勲
章
は
外
務
省
と
大
蔵
省
賞
勲
局
に
加
え
て
宮
内
省
が
介
在
す
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る
た
め
、
両
史
料
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
近
年
公

開
さ
れ
た
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
の
「
外
賓
接
待
録
」
や
「
外
交
贈

答
録
」
が
加
わ
る
こ
と
で
、
外
国
と
の
勲
章
贈
答
の
全
体
像
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
右
の
三
館
の
史
料
を
駆
使
し
て
明
治
時
代
の

勲
章
贈
答
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
論
で
対
象
と
す
る
外
国
人
の
叙

勲
は
、
来
日
し
た
御
雇
外
国
人
で
は
な
く
、
外
国
の
国
家
元
首
お
よ

び
皇
族
た
ち
で
あ
る
。
ま
ず
勲
章
創
設
時
に
外
国
と
の
贈
答
儀
礼
が

い
か
に
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
か
を
検
討
し
、
次
に
明
治
十
年
代
に
そ

れ
が
本
格
化
す
る
過
程
を
描
く
。
さ
ら
に
明
治
二
十
一
年
の
勲
章
増

設
後
の
贈
答
儀
礼
に
つ
い
て
検
討
し
、
海
外
渡
航
し
た
皇
族
を
介
し

た
叙
勲
の
実
態
に
迫
る
。
最
後
に
日
露
戦
争
後
の
勲
章
贈
答
を
明
ら

か
に
す
る
。

一
　
勲
章
外
交
儀
礼
の
創
始

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
に
ド
イ
ツ
公
使
の
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ

ン
ト
は
現
地
に
留
学
し
て
い
た
青
木
周
蔵
に
対
し
、
明
治
天
皇
と

「
二
、
三
の
功
臣
」
に
勲
章
を
贈
進
す
る
予
定
で
い
る
こ
と
を
伝
え

た
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
は
日
本
を
「
亜
西
亜
従
洲
之
一
部
」
と
見

な
し
、
二
等
勲
章
を
贈
ろ
う
と
し
た
。
一
月
十
七
日
付
で
岩
倉
使
節

団
が
太
政
官
正
院
と
外
務
省
に
宛
て
た
文
書
で
は
、「
欧
洲
各
国
君

主
と
差
等
有
之
不
都
合
」
と
報
知
し
て
い
る（

（
（

。
各
国
の
国
家
元
首
が

一
等
な
の
に
対
し
、
日
本
の
天
皇
が
二
等
で
は
外
交
上
で
不
利
な
立

場
と
な
る
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
か
ら
の
勲
章
を
受
け
取
る
こ
と
は
棚
上

げ
に
さ
れ
た
。

　

明
治
天
皇
が
外
国
勲
章
を
受
け
た
の
は
、
明
治
七
年
十
月
三
十
一

日
に
ド
イ
ツ
連
邦
の
ザ
ク
セ
ン
・
コ
ー
ブ
ル
ク
・
ゴ
ー
タ
か
ら
贈
ら

れ
た
エ
ル
ネ
ス
ト
勲
章
が
最
初
で
あ
る（

（
（

（
表
1
参
照
）。
こ
れ
は
最
高

勲
章
だ
か
ら
受
け
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
勲
章
制
度
が

な
く
、
す
ぐ
に
は
返
礼
で
き
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
勲
章
制
度
の
濫
觴
は
、
明
治
八
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
旭

日
章
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
に
宮
内
省
御
雇
の
ド
イ
ツ
人
ミ
ュ
ル
レ

ル
と
ホ
フ
マ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ッ
セ
ル
に
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

（
以
下
は
旭
四
と
略
称
）、
ワ
ッ
ソ
ン
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章
（
以
下
は

旭
五
と
略
称
）
を
授
与
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
た
だ
し
「
品
物
ハ

製
造
之
上
可
相
渡
」
と
あ
り
、
勲
章
は
間
に
合
わ
ず
追
っ
て
渡
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
陸
海
軍
中
佐
、
ホ
フ
マ
ン

は
陸
海
軍
大
尉
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
と
判
断
し
、「
仏
国
勲
社
ノ

規
則
ニ
於
テ
ハ
中
佐
ヘ
ハ
其
功
労
ニ
ヨ
リ
第
三
等
或
ハ
第
四
等
ノ
賞

牌
ヲ
与
ヘ
、
大
尉
ヘ
ハ
三
等
以
上
ノ
牌
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
の
勲
章
制
度
に
倣
っ
て
授
与
し
た（

（
（

。
叙
勲
は
当
初
か
ら

適
当
に
お
こ
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
陸
海
軍
中
佐
ク
ラ
ス
に
は

旭
三
か
旭
四
、
陸
海
軍
大
尉
ク
ラ
ス
以
下
に
は
旭
四
以
下
を
贈
る
こ

と
を
基
準
と
し
て
い
る
。
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　表 1　明治天皇と美子皇后（昭憲皇太后）に贈られた外国勲章
受領年月日 勲章等級 国名 返還

明治天皇
明治 7 年 10 月 31 日 エルネスト大綬章 ザクセン・コーブルク・ゴータ ○
明治 12 年 5 月 29 日 黒鷲大綬章 ドイツ ○
明治 12 年 9 月 5 日 セントアンドレー勲章 ロシア ×
明治 12 年 11 月 29 日 アンノンシャード勲章 イタリア ○
明治 13 年 11 月 20 日 レオポルド大綬章 ベルギー ○
明治 14 年 5 月 16 日 サンテチエンヌ大綬章 オーストリア・ハンガリー ×
明治 14 年 7 月 26 日 リヨン・ネーデルランド大綬章 オランダ ○
明治 15 年 4 月 20 日 セラフイン勲章 スウェーデン・ノルウェー ○

明治 15 年 12 月 27 日 白鷹大綬章 ザクセン・ヴァイマル・アイ
ゼナハ ○

明治 16 年 3 月 20 日 レジョンドヌール大綬章 フランス ×
明治 17 年 3 月 4 日 トワゾンドール勲章 スペイン ○

明治 18 年 2 月 2 日 クウロンヌド・ワンダリー勲章
連鎖付属綬共 メクレンブルク ○

明治 18 年 2 月 18 日 ダニユロ・プルミエー勲章 モンテネグロ ×
明治 20 年 9 月 29 日 白象勲章 デンマーク ○
明治 23 年 6 月 13 日 ユシヤンイ・イムチャヅ勲章 トルコ ×
明治 24 年 5 月 13 日 ソーウェル大綬章 ギリシャ ○
明治 28 年 6 月 10 日 黒鷲頸飾章 ドイツ ○

明治 28 年 6 月 10 日
ケーニヒリヘン・ハウスリツテ
ルヲルデン・フォン・ハインリ
ゲン・フベルッス勲章星章

バイエルン ○

明治 29 年 12 月 23 日 ロルドル・ド・ラ・クーロンヌ・
ド・ウエルタンベール大綬章 ウルテンブルヒ ○

明治 31 年 12 月 20 日 頭等第一雙龍宝星 清国 ×
明治 33 年 9 月 5 日 金尺大綬章 韓国 ×

明治 37 年 4 月 16 日

トレス・ヲルデンス・ミリタレ
ス・デ・ノッソ・セニオル・ゼ
ズユス・クリスト、サン、ベン
ト、タビー及サン、テヤゴ（3 種）

ポルトガル ×

明治 39 年 2 月 20 日 ガーター勲章 イギリス ○

明治 40 年 6 月 18 日 ハインリヒ・デス・レーヴエン
ス大十字章 ブラウンシュヴァイク ○

美子皇后（昭憲皇太后）
明治 20 年 12 月 13 日 セントカテリンヌ勲章 ロシア ―
明治 22 年 11 月 29 日 マリールイーズ勲章 スペイン ―
明治 32 年 10 月 28 日 マハ・チャクリ最高勲章 シャム ―
明治 36 年 5 月 19 日 ルイーゼ勲章 ドイツ ―
明治 37 年 2 月 29 日 金剛石付テレジエン勲章 バイエルン ―
明治 41 年 7 月 27 日 瑞鳳大綬章 韓国 ―
　「各国皇帝及其ノ他ヨリ明治天皇ヘ御贈進ノ勲章並頸飾章ノ内規定ニ依リ返戻ヲ要スル分
其ノ向ヘ返送取計方外務大臣ヘ依頼ノ件」（「外交贈答録」明治 45 年～大正元年、宮内庁書陵部宮
内公文書館所蔵）、「外国勲章還納雑件・明治天皇御受有ノ外国勲章返納ノ件」（外務省外交史
料館所蔵）から作成。
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こ
の
基
準
を
め
ぐ
っ
て
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
明
治
八
年
十
月
に

マ
リ
ア
・
ル
ズ
号
事
件
の
仲
裁
と
、
千
島
樺
太
交
換
条
約
に
関
与
し

た
ロ
シ
ア
人
に
ど
の
勲
章
を
贈
る
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
案
文
か
ら
は
、

勲
章
創
設
期
に
外
国
人
の
叙
勲
を
い
か
に
考
え
て
い
た
か
が
見
て
取

れ
る
。同

国
官
吏
ヘ
御
贈
与
相
成
候
上
者
同
国
帝
王
ヘ
ハ
無
論
御
贈
与

相
成
候
儀
ト
存
候
、
抑
外
国
人
ニ
賞
牌
ヲ
贈
与
ス
ル
ハ
其
者
ノ

位
級
官
等
ニ
従
ヒ
其
等
ニ
相
当
ス
ル
所
ノ
賞
牌
ヲ
贈
与
ス
、
且

一
等
牌
ヲ
贈
与
ス
ル
ハ
必
二
等
牌
ヲ
添
ユ
ル
ナ
リ
、
是
欧
国
賞

牌
勲
社
ノ
通
例
ニ
シ
テ
、
外
国
ニ
対
シ
テ
ハ
其
者
ノ
功
労
ノ
大

小
ハ
姑
ク
置
キ
、
先
ツ
其
身
分
ニ
ヨ
リ
賞
牌
ノ
等
級
ヲ
定
ム
ル

ハ
交
際
上
ニ
於
テ
礼
遇
ヲ
重
ス
ル
所
ノ
原
則
ト
ス
、
仏
国
廉
恥

勲
社
ノ
規
則
ニ
於
テ
ハ
中
将
以
上
ニ
ハ
必
ス
二
等
賞
牌
以
上
ヲ

与
フ
ル
コ
ト
ト
ス（

（
（

。

　

ロ
シ
ア
の
官
吏
を
叙
勲
す
る
か
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
へ
の
勲
章

奉
呈
が
避
け
ら
れ
な
い
。
外
国
人
に
授
与
す
る
勲
章
は
、
そ
の
者
の

階
級
や
官
等
を
基
準
と
し
、
勲
一
等
を
贈
る
際
に
は
勲
二
等
を
添
え

る
。
外
国
人
の
場
合
は
功
労
に
よ
ら
ず
、
そ
の
者
の
身
分
に
よ
っ
て

決
め
る
こ
と
が
礼
儀
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
勲
章
制
度
に
よ
れ
ば
中

将
以
上
に
は
勲
二
等
以
上
の
勲
章
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
も
と
づ
き
、
明
治
八
年
十
月
段
階
で
は
ロ

シ
ア
皇
帝
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ニ
コ
ラ
エ
ウ
ィ
チ
二
世
と
太
政
大
臣

兼
外
務
卿
の
ク
ニ
ヤ
ス
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
を
「
一

等
及
二
等
牌
」
と
し
、
旧
外
務
大
輔
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ジ
ョ
ミ

ニ
ー
に
「
二
等
賞
牌
」、
外
務
三
等
官
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
エ
ン

ゲ
ル
ハ
ル
ト
に
「
三
等
賞
牌
」
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
明
治
十
年
一

月
二
十
三
日
の
叙
勲
で
は
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
、
ジ
ョ
ミ
ニ
ー
、
エ
ン
ゲ

ル
ハ
ル
ト
、
旧
亜
細
亜
寮
頭
の
ペ
ー
ト
ル
・
ス
ツ
レ
モ
ー
ホ
フ
、
前

清
国
駐
箚
ロ
シ
ア
公
使
陸
軍
中
将
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ウ
ラ
ガ
ン

リ
ー
に
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
（
以
下
、
旭
一
と
略
称
）
が
授
与
さ
れ
た
。

　

明
治
九
年
十
二
月
段
階
の
叙
勲
案
か
ら
皇
帝
の
名
前
が
削
除
さ
れ

て
い
る
の
は
、
臣
下
と
同
等
の
勲
章
を
贈
る
の
は
不
都
合
と
判
断
し

た
か
ら
だ
ろ
う
。
実
際
、
明
治
九
年
に
は
旭
日
章
の
上
に
大
勲
位
菊

花
大
綬
章
お
よ
び
大
勲
位
菊
花
章
（
以
下
で
は
両
者
合
わ
せ
て
菊
花
章

と
略
称
）
が
増
設
さ
れ
、
翌
十
年
四
月
二
十
七
日
に
ロ
シ
ア
皇
帝
に

は
両
勲
章
が
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
皇
帝
旅
行
中
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
駐
箚
の
特
命
全
権
公
使
榎
本
武
揚
に
よ
る
奉
呈
は
明
治
十
一

年
一
月
十
九
日
に
遅
れ
た（

（（
（

。
こ
れ
が
日
本
側
か
ら
外
国
皇
帝
に
勲
章

が
贈
ら
れ
た
最
初
で
あ
っ
た
（
表
2
参
照
）。

　

ロ
シ
ア
の
と
き
に
は
外
務
卿
・
外
務
大
輔
・
外
務
三
等
官
に
差
が

な
く
旭
一
が
贈
ら
れ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
事
例
か
ら

は
大
臣
な
ど
の
長
官
ク
ラ
ス
に
旭
一
、
大
輔
な
ど
の
次
官
ク
ラ
ス
に

旭
二
、
領
事
ク
ラ
ス
に
旭
三
を
贈
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る（

（（
（

。
こ
れ
は
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　表 2　勲章制定後に外国国家元首と皇族に贈られた菊花章一覧
叙勲年月日 氏名 国名

明治 10 年 4 月 27 日 アレキサンドル・ニコラエウィチ二世 ロシア 皇帝
明治 12 年 4 月 8 日 ウィルヘルム一世 ドイツ・プロシア 皇帝
明治 12 年 6 月 10 日 ハインリヒ プロシア 親王
明治 12 年 9 月 11 日 ドン・アルフォンソ十二世 スペイン 皇帝

明治 12 年 12 月 8 日 プランス・トヲマス・ド・サウヲア・
デュック・ド・ゼエン イタリア 殿下

明治 13 年 5 月 7 日 レオポルト二世 ベルギー 皇帝

明治 13 年 5 月 7 日 フランツ・ジョウゼフ一世 オーストリア・ハ
ンガリー 皇帝

明治 13 年 5 月 7 日 ウンベルト一世 イタリア 国王
明治 13 年 5 月 7 日 ウィルレム三世 オランダ 皇帝

明治 13 年 5 月 20 日 アレキサンドル・アレキサンドロウィッ
チ ロシア 皇太子

（皇帝）

明治 13 年 5 月 20 日 フリードリッヒ・ウィルヘルム・ニコラ
ウス・カール ドイツ・プロシア 皇太子

明治 14 年 2 月 14 日 アルシデュック・ロドルフ・フランソア・
シャルル・ジョゼフ

オーストリア・ハ
ンガリー 皇太子

明治 14 年 3 月 14 日 カラカウワ一世 ハワイ 皇帝

明治 14 年 7 月 27 日 オスカル二世 スウェーデン・ノ
ルウェー 皇帝

明治 14 年 7 月 29 日 オスカル・ギュスターブ・アドルフ スウェーデン・ノ
ルウェー 皇太子

明治 15 年 3 月 9 日 シャルル・アレキサンドル・オーキュス
ト・ジャン

ザクセン・ヴァイ
マル・アイゼナハ 大公

明治 15 年 6 月 17 日 ニコライ・アレキサンドロウィッチ ロシア 皇太子

明治 15 年 6 月 17 日 グラン・ジュック・アレキシー・アレキ
サンドロウィチ ロシア 殿下

明治 15 年 6 月 17 日 プリンス・オト・フォン・ビスマルク ドイツ宰相兼プロシア内
閣議官

明治 15 年 9 月 11 日 プランス・アメデー・フェルデーナン・
マリー・デュク・ダ・オスト イタリア 殿下

明治 15 年 9 月 22 日 ジュール・グレビー フランス 大統領

明治 15 年 11 月 27 日

アルベル・フレデリック・アウギュスト・
アントワン・フェルディナン・ジョゼフ・
シャアル・マリイ・バティスト・ネポミユ
セーン・ギイヨーム・ザウィエー・ジョー
ルジ・フィデル

ザクセン 国王

明治 16 年 4 月 20 日 エルネスト二世 ザクセン・コブー
ルク・ゴータ 国公

明治 16 年 4 月 20 日

ルイ・フィリプ・マリイ・フェルディナン・
ピエール・ダルカンタラ・アントワヌ・ミ
セル・ラファエル・ガブリエル・ゴンザグ・
ザウィエー・フランサア・ダンス・ゼアン
ジユル・アウギユスト・ウォルファンド・
ブラガンス・ブルボン

ポルトガル 皇帝

明治 17 年 1 月 11 日 ペトロウィッチ・ニエゴチ・ニコラス一世 モンテネグロ 国公



144明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 54 号〕平成 29 年 11 月

外
国
の
高
官
だ
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
旭
一
を
出
す
べ
き
で
は
な
い

と
の
方
針
を
取
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ド
イ
ツ
か
ら
の
勲
章
贈
進
を
棚
上
げ
に
し
て
い
た
た
め
、
明
治
十

一
年
八
月
一
日
付
で
特
命
全
権
公
使
の
青
木
周
蔵
が
外
務
卿
寺
島
宗

則
に
宛
て
た
書
翰
で
は
、
菊
花
章
を
ド
イ
ツ
の
皇
帝
と
皇
太
子
に
贈

れ
ば
そ
の
返
礼
と
し
て
最
高
勲
章
で
あ
る
黒
鷲
勲
章
を
贈
進
す
る
の

で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
提
案
も
あ
り
明
治
十
二
年
四
月

八
日
に
は
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
金
婚
式
を
祝
し
て
菊

花
章
を
贈
る
こ
と
が
決
定
し
た（

（（
（

。

　

こ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
皇
孫
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
来
日
し
た
。

明
治
十
二
年
五
月
二
十
九
日
に
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
参
内
し
、「
祖
父

皇
帝
及
び
父
太
子
の
特
に
我
が
国
と
交
誼
を
望
ま
せ
ら
る
ゝ
旨
、
並

び
に
祖
父
皇
帝
其
の
誠
意
を
表
せ
ん
が
た
め
」、
黒
鷲
大
綬
章
お
よ

び
黒
鷲
章
を
奉
呈
し
た
。
賞
勲
局
副
総
裁
の
大
給
恒
の
進
言
を
受
け

て
、
天
皇
は
日
本
の
勲
章
を
は
ず
し
、
黒
鷲
章
を
左
胸
に
つ
け
、
大

綬
章
を
左
肩
か
ら
右
腋
に
か
け
た（

（（
（

。

　

各
国
の
元
首
に
最
高
勲
章
を
贈
れ
ば
、
そ
れ
と
同
等
の
勲
章
を
返

し
て
く
る
と
い
う
贈
答
の
要
点
を
早
く
か
ら
理
解
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
明
治
十
二
年
六
月
十
日
に
は
黒
鷲
勲
章
を
奉
呈
し
た
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
に
も
菊
花
章
の
親
授
式
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
に
続
い
て
ド

イ
ツ
海
軍
大
佐
マ
ク
レ
ン
と
弁
理
公
使
ア
イ
ゼ
ン
デ
ケ
ル
に
旭
二
、

海
軍
少
佐
カ
イ
ス
タ
な
ど
三
人
に
旭
三
、
侍
医
ド
ク
ト
ル
ブ
ラ
ウ
ン

明治 17 年 9 月 3 日 オスカル スウェーデン・ノ
ルウェー 殿下

明治 18 年 6 月 5 日 フレデリック・フランソワー三世 メクレンブルク 大公
明治 19 年 9 月 20 日 プリンス・オブ・ウェールズ イギリス 皇太子
明治 19 年 9 月 24 日 クレチアン九世 デンマーク 皇帝

明治 19 年 9 月 24 日 フリドリヒ・ウイルヘルム・ウィクトル・
アルベルト ドイツ 皇孫

明治 19 年 9 月 24 日 ウイクトル・エマニエル・プランス・ド
ナープル イタリア 皇太子

明治 20 年 3 月 28 日 フレデリッキ・レオポルド プロシア 親王

明治 20 年 7 月 7 日 グランデューク・アレキサンドル・ミハ
エロウィッチ ロシア 殿下

明治 20 年 10 月 6 日
ソムデッチ・フラー・パラミンドル・マ
ハ・チュラロンコルン・フラー・チュラ・
チョム・クララ

シャム 国王

明治 21 年 5 月 18 日 クレチヤン・フレデリック・ギーヨーム・
シャール デンマーク 皇太子

明治 21 年 6 月 26 日 アブジュル・ハミッドカン トルコ 皇帝

明治 21 年 7 月 11 日 レオポルド・フェルディナンド オーストリア・ハ
ンガリー 皇族

　『外国人叙勲録』（1885 年、賞勲局）、『外国人叙勲録』（1892 年、賞勲局）、「外国元首及皇族ニ勲
章寄贈雑件」（外務省外交史料館所蔵）、「頸飾菊花桐花宝冠番号録」1（内閣府賞勲局所蔵）から作成。
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に
旭
四
の
奉
授
式
が
実
施
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
の
後
に
は
勲
章
を
奉
呈
し
た

外
国
皇
族
だ
け
で
な
く
、
随
行
者
に
も
勲
章
が
授
与
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
基
本
的
な
方
針
が
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
来
日
時
に
で
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
こ
と
は
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
に
イ
タ
リ
ア
皇
帝
か

ら
の
最
高
勲
章
ア
ン
ノ
ン
シ
ャ
ー
ド
を
奉
呈
す
る
た
め
、
同
国
皇
族

の
ジ
ュ
ッ
ク
ト
シ
エ
ー
ヌ
が
参
内
し
た
と
き
の
模
様
か
ら
も
う
か
が

え
る
。
勲
章
を
受
け
た
天
皇
の
謝
辞
は
、「
独
逸
ノ
例
」
に
倣
っ
て

「
余
ハ
陛
下
ノ
「
コ
ー
リ
エ
ー
ル
・
ア
ノ
ン
シ
ア
ー
ド
」
勲
章
ノ
名
ヲ
受
領

セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
幸
福
ニ
存
シ
、
又
義
兄
ノ
好
キ
音
信
ヲ
得
之
ヲ

多
謝
ス
」
と
い
う
文
言
が
作
成
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
の
と
き
に
決
め
ら
れ
た
方
針
が
、
明
治
十
年
代
に
来
日
す
る
皇
族

へ
の
先
例
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
ノ
ン
シ
ャ
ー
ド
の
奉
呈
方
法
は
先
例
の
な
い
変
わ
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ッ
ク
ト
シ
エ
ー
ヌ
に
随
伴
し
た
書
記
官
は
、
日
本

と
イ
タ
リ
ア
の
紋
章
が
縫
わ
れ
た
ビ
ロ
ー
ド
の
敷
物
の
上
に
載
せ
た

ア
ン
ノ
ン
シ
ャ
ー
ド
の
入
っ
た
箱
を
携
え
た
。
書
記
官
か
ら
勲
章
を

受
け
取
っ
た
ジ
ュ
ッ
ク
ト
シ
エ
ー
ヌ
は
、
勲
章
を
天
皇
の
胸
に
つ
け
、

大
勲
章
を
首
に
か
け
た
。
そ
の
後
、
天
皇
と
は
兄
弟
同
然
の
間
柄
に

な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
天
皇
を
抱
擁
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
独
特

な
奉
呈
方
式
も
早
々
と
経
験
し
た
の
で
あ
る
。

二
　
本
格
化
す
る
勲
章
の
贈
答

　

外
国
と
勲
章
を
贈
答
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
明
治
十
三
年
三

月
に
は
勲
章
佩
用
法
が
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。
天
皇
は
陸
軍
正
服
を
着

る
と
き
に
菊
花
章
・
無
綬
章
と
各
国
無
綬
章
を
併
用
す
る
が
、
そ
の

場
合
に
日
本
の
無
綬
章
は
各
国
無
綬
章
の
上
部
に
つ
け
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
勲
章
を
捧
呈
す
る
国
の
皇
族
と
会
見
し
、
同
国
の
高
官
を

引
見
す
る
と
き
は
、
そ
の
国
の
大
綬
章
・
無
綬
章
と
菊
花
無
綬
章
を

正
服
に
つ
け
、
略
服
の
場
合
は
大
綬
章
を
除
き
他
国
の
無
綬
章
を
併

用
す
る
こ
と
も
あ
る
と
定
め
た
。
な
お
、
勲
章
捧
呈
国
と
捧
呈
し
な

い
国
の
皇
族
や
高
官
と
に
「
官
位
等
差
」
が
な
い
場
合
は
菊
花
章
・

無
綬
章
と
各
国
無
綬
章
を
併
用
し
、
勲
章
捧
呈
国
の
ほ
う
が
「
官
位

高
き
」
と
き
は
捧
呈
国
の
大
授
章
・
無
綬
章
と
各
国
無
綬
章
を
つ
け

る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
勲
八
等
旭
日
章
は
、
ど
の
場
合
で
も
つ
け

ら
れ
る
と
し
て
い
た（

（（
（

。

　

欧
州
諸
国
に
比
べ
て
勲
章
創
設
が
遅
れ
た
日
本
で
あ
っ
た
が
、
明

治
十
三
年
五
月
七
日
に
ベ
ル
ギ
ー
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
一
世
、
イ
タ
リ
ア
皇
帝
ウ

ン
ベ
ル
ト
一
世
、
オ
ラ
ン
ダ
皇
帝
ウ
ィ
ル
レ
ム
三
世
に
、
そ
れ
ぞ
れ

菊
花
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ

ア
・
オ
ラ
ン
ダ
の
皇
帝
に
勲
章
と
と
も
に
贈
ら
れ
た
親
書
か
ら
は
、

勲
章
を
贈
進
す
る
意
味
が
読
み
取
れ
る
。
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朕
幸
ニ
貴
我
両
国
間
ニ
存
ス
ル
交
際
ノ
斯
ク
日
ヲ
遂
テ
益
親
睦

ナ
ル
ヲ
喜
ヒ
、
且
陛
下
ニ
対
シ
特
別
ノ
友
情
ヲ
表
セ
ン
為
メ
大

勲
位
菊
花
大
綬
章
ノ
班
列
ニ
陛
下
ヲ
加
入
セ
リ
、
因
テ
右
勲
章

ヲ
茲
ニ
添
ヘ
贈
呈
ス
、
冀
ク
ハ
朕
カ
陛
下
ヲ
敬
意
ス
ル
所
ノ
友

情
ノ
徴
ト
シ
テ
陛
下
之
ヲ
佩
用
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
且
陛
下
ノ
健
康

ヲ
祝
ス（

（（
（

。

　

天
皇
は
日
本
と
相
手
国
と
の
交
際
が
親
密
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を

喜
び
、
友
情
の
証
と
し
て
菊
花
章
を
贈
り
、
相
手
国
の
皇
帝
に
佩
用

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
勲
章
を
贈
る
こ
と
は
相
手
に
対
す
る

「
敬
意
ス
ル
所
ノ
友
情
ノ
徴
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
兄
弟
同
然
の
間
柄

に
な
る
こ
と
は
ジ
ュ
ッ
ク
ト
シ
エ
ー
ヌ
に
贈
っ
た
親
書
で
確
認
し
た
。

ジ
ュ
ッ
ク
ト
シ
エ
ー
ヌ
の
勲
章
奉
呈
で
天
皇
は
抱
擁
さ
れ
た
が
、
明

治
十
三
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
前
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
と
の
謁
見
で
は

握
手
を
交
わ
し（

（（
（

、
明
治
十
四
年
三
月
に
来
日
し
た
ハ
ワ
イ
国
王
の
カ

ラ
カ
ウ
ア
と
は
肩
を
並
べ
て
歩
く
な
ど（

（（
（

、
外
交
儀
礼
を
通
し
て
天
皇

の
所
作
は
変
化
し
て
い
る
。

　

カ
ラ
カ
ウ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
皇
帝
と
は
少
し
事
情
が
異

な
っ
て
い
た
。
明
治
十
四
年
三
月
十
三
日
付
で
賞
勲
局
副
総
裁
の
大

給
恒
は
外
務
卿
の
井
上
馨
に
宛
て
て
、
賞
勲
局
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

カ
ラ
カ
ウ
ア
に
外
国
四
か
国
か
ら
贈
ら
れ
た
勲
章
は
「
最
上
位
」
で

は
な
く
「
第
二
位
」
で
あ
る
た
め
、
日
本
か
ら
贈
る
の
も
旭
一
が
妥

当
だ
と
い
う
。
そ
し
て
ロ
シ
ア
や
ド
イ
ツ
の
皇
帝
に
菊
花
章
を
贈
っ

て
お
り
、
今
後
イ
ギ
リ
ス
や
他
国
に
も
同
様
の
措
置
を
取
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
カ
ラ
カ
ウ
ア
に
菊
花
章
を
贈
る
の
は
「
欧
州
各
国
ノ

気
配
ヲ
失
シ
候
様
ニ
テ
ハ
不
都
合
ノ
次
第
」
だ
と
心
配
す
る（

（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
翌
十
四
日
付
で
井
上
は
大
給
に
ロ
シ
ア
皇
太
孫
や

イ
タ
リ
ア
皇
族
に
も
菊
花
章
を
贈
っ
て
い
る
か
ら
、
皇
帝
で
あ
る
カ

ラ
カ
ウ
ア
に
他
国
の
君
主
同
様
に
菊
花
章
を
贈
る
の
は
当
然
だ
と
の

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た（

（（
（

。
そ
の
結
果
、
同
日
に
赤
坂
仮
皇
居
に
お
い
て

当
初
の
予
定
ど
お
り
カ
ラ
カ
ウ
ア
へ
は
菊
花
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

随
行
の
宮
内
卿
ジ
ャ
ド
と
国
事
宰
相
格
移
民
事
務
官
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン
グ
に
は
別
室
で
旭
二
が
渡
さ
れ
た
。
翌
十
五
日
に
は
カ
ラ
カ
ウ
ア

か
ら
天
皇
に
カ
メ
ハ
メ
ハ
大
綬
章
が
捧
呈
さ
れ
た（

（（
（

。

　

た
だ
し
、
ハ
ワ
イ
の
勲
章
は
フ
ラ
ン
ス
に
注
文
し
て
お
り
、
後
日

パ
リ
か
ら
東
京
に
送
ら
れ
た
。
旭
二
を
拝
受
し
た
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
は
「
晴
れ
て
日
本
の
特
権
階
級
の
仲
間
入
り
が
で
き
た
わ
け
だ
。

こ
れ
で
毎
年
天
皇
に
会
う
こ
と
も
で
き
る
。
天
皇
主
催
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
も
出
ら
れ
る
し
、
万
一
日
本
で
死
ん
だ
ら
、
盛
大
な
葬
式

を
し
て
も
ら
っ
て
、
軍
隊
に
最
敬
礼
で
見
送
っ
て
も
ら
え
る
」
と
、

受
賞
者
と
し
て
の
特
権
を
喜
ん
で
い
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
思
い
は
各
国
の

皇
帝
も
同
じ
で
あ
り
、
御
礼
を
伝
え
る
親
書
の
文
面
が
社
交
辞
令
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

外
国
の
皇
帝
や
皇
族
に
菊
花
章
が
贈
ら
れ
る
場
合
は
、
来
日
を
除

く
と
建
国
記
念
や
結
婚
な
ど
特
別
な
と
き
で
あ
っ
た
。
明
治
十
二
年
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九
月
に
ス
ペ
イ
ン
皇
帝
ド
ン
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
十
二
世
が
再
婚
す
る

と
の
知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
十
一
月
二
十
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
駐
箚
公

使
の
鮫
島
尚
信
に
よ
っ
て
「
慶
賀
の
書
」
と
と
も
に
菊
花
章
が
捧
呈

さ
れ
た（

（（
（

。
ベ
ル
ギ
ー
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
に
は
独
立
五
十
周
年
祝

典
に
際
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ラ
ン
ツ
・
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
一
世

に
は
ベ
ル
ギ
ー
皇
女
と
の
結
婚
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
皇
帝
オ
ス
カ
ル
二

世
に
は
婚
儀
を
祝
し
て
贈
ら
れ
た（

（（
（

。

　

勲
章
は
基
本
的
に
両
国
の
特
命
全
権
公
使
に
よ
っ
て
奉
呈
さ
れ
る

が
、
来
日
し
た
皇
族
が
勲
章
を
奉
呈
し
た
よ
う
に
、
日
本
側
も
皇
族

が
現
地
に
持
参
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
明
治
十
五
年
九
月
、
イ
タ
リ

ア
親
王
の
プ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
デ
ー
・
フ
ェ
ル
デ
ー
ナ
ン
・
マ
リ
ー
・

デ
ュ
ク
・
ダ
・
オ
ス
ト
と
、
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
キ
サ

ン
ド
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
回
中
の
有
栖
川
宮
熾
仁

親
王
が
菊
花
章
を
贈
進
し
て
い
る（

（（
（

。
明
治
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
は

同
じ
く
小
松
宮
彰
仁
親
王
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
皇
帝
ク
レ
チ
ア
ン
九
世
、

ド
イ
ツ
皇
孫
フ
リ
ド
リ
ヒ
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ウ
ィ
ク
ト
ル
・
ア
ル

ベ
ル
ト
、
イ
タ
リ
ア
皇
太
子
ウ
イ
ク
ト
ル
・
エ
マ
ニ
エ
ル
・
プ
ラ
ン

ス
・
ド
ナ
ー
プ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー

ル
ズ
に
菊
花
章
を
贈
っ
た（

（（
（

。
天
皇
が
来
日
し
た
皇
族
に
渡
す
の
が

も
っ
と
も
よ
く
、
現
地
に
皇
族
が
持
参
す
る
の
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
特

命
全
権
公
使
に
よ
る
奉
呈
は
通
常
の
礼
儀
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

国
家
元
首
の
間
で
贈
ら
れ
る
勲
章
は
、
基
本
的
に
最
高
勲
章
で

あ
っ
た
。
相
手
国
が
最
高
勲
章
を
贈
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
最
高
勲

章
よ
り
も
劣
る
勲
章
を
贈
り
返
す
こ
と
は
非
礼
と
な
る
。
明
治
十
四

年
十
月
の
イ
ギ
リ
ス
皇
孫
ヴ
ィ
ク
ト
ル
と
ジ
ョ
ー
ジ
の
来
日
を
前
に
、

外
務
卿
の
井
上
馨
と
宮
内
省
四
等
掌
典
の
長
崎
省
吾
は
イ
ギ
リ
ス
の

最
高
勲
章
で
あ
る
ガ
ー
タ
ー
勲
章
を
天
皇
に
贈
る
こ
と
を
希
望
し
た
。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
は
、
ト
ル
コ
や
ギ
リ
シ
ャ
の
皇
帝
の
よ
う

に
天
皇
が
イ
ギ
リ
ス
に
来
て
い
な
い
こ
と
と
、
日
本
が
キ
リ
ス
ト
教

国
で
な
い
た
め
、
ガ
ー
タ
ー
勲
章
を
贈
る
こ
と
は
難
し
い
と
返
答
さ

れ
た（

（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
側
は
最
高
勲
章
で
は
な
い
「
印
度
星
勲
章
」
の
奉

呈
を
予
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
駐
箚
の
特
命
全
権
公
使
森

有
礼
か
ら
の
意
見
を
受
け
た
外
務
大
輔
上
野
景
範
は
、
宮
内
卿
徳
大

寺
実
則
宛
て
の
書
面
で
最
高
勲
章
で
は
な
い
か
ら
受
け
取
り
を
見
合

わ
せ
る
こ
と
と
、
両
皇
孫
は
「
幼
年
」
で
あ
る
た
め
勲
章
の
贈
進
も

し
な
い
よ
う
進
言
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
れ
と
似
た
事
例
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ
る
。
同
国
の
最
高
勲
章

の
ト
ワ
ゾ
ン
ド
ー
ル
は
「
耶
蘇
旧
教
ヲ
奉
シ
姓
氏
紋
章
共
正
シ
キ
貴

族
」
に
贈
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
の
皇
帝
に
は

「
耶
蘇
新
教
ヲ
奉
ス
ル
者
ニ
該
勲
章
ヲ
授
与
ス
ル
時
ハ
別
段
法
王
ヨ

リ
允
許
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
と
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
サ
ン
テ
チ

エ
ン
ヌ
勲
章
が
贈
ら
れ
て
い
た
。
明
治
十
四
年
五
月
六
日
に
天
皇
に

贈
ら
れ
た
の
も
同
勲
章
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
受
領
し
た
の
は
上
記

三
国
の
皇
帝
と
を
比
較
検
討
し
た
上
で
あ
っ
た（

（（
（

。
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ス
ペ
イ
ン
で
は
明
治
十
四
年
三
月
段
階
で
天
皇
に
チ
ャ
ー
ル
ス
三

世
勲
章
を
贈
る
予
定
で
い
た
が
、
同
勲
章
は
す
で
に
特
命
全
権
公
使

の
鮫
島
尚
信
が
受
け
て
お
り
、
臣
下
と
同
等
の
勲
章
を
受
領
す
る
の

は
不
都
合
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
皇
帝
に
は
菊
花
章
を
贈
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
日
本
側
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
じ
最
高
勲
章
で
あ
る

ト
ワ
ゾ
ン
ド
ー
ル
を
得
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
ト
ワ
ゾ

ン
ド
ー
ル
も
古
く
は
宗
教
と
関
係
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と

は
違
っ
て
現
状
で
は
無
関
係
に
贈
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
た
め
、
日
本

側
の
交
渉
が
功
を
奏
し
、
明
治
十
七
年
三
月
四
日
に
ト
ワ
ゾ
ン
ド
ー

ル
勲
章
が
天
皇
に
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
対
象
と
し
て
い
る
か
否

か
で
授
与
す
る
勲
章
に
差
が
生
ま
れ
る
国
が
存
在
し
た
。
他
国
に
比

べ
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
勲
章
贈
答
が
遅
れ
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
理
由

か
ら
イ
ギ
リ
ス
が
最
高
勲
章
を
天
皇
に
贈
る
こ
と
を
拒
ん
だ
か
ら
で

あ
っ
た
（
表
1
参
照
）。
ま
た
ガ
ー
タ
ー
勲
章
は
佩
用
者
の
数
に
制
限

が
あ
る
た
め
、
そ
の
理
由
か
ら
も
日
本
に
贈
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
側
は
明
治
十
九
年
九
月
二
十
日
に
イ
ギ
リ
ス
皇

太
子
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
菊
花
章
を
贈
る
が
、
そ
の

見
返
り
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
五
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
日
本
に

ガ
ー
タ
ー
勲
章
が
贈
ら
れ
る
の
は
、
二
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

三
　
勲
章
増
設
後
の
贈
答

　

外
国
の
国
家
元
首
や
皇
族
に
は
菊
花
章
、
外
国
の
臣
下
に
は
旭
日

章
と
区
別
し
て
授
与
し
て
き
た
。
し
か
し
、
相
手
国
が
二
等
の
勲
章

を
贈
っ
て
く
る
場
合
に
菊
花
章
で
は
釣
り
合
わ
ず
、
臣
下
を
対
象
と

す
る
旭
一
で
返
す
の
は
不
都
合
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
外
国
の
勲
章

に
は
複
数
の
種
類
が
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
種
類
が
少
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾

（
以
下
、
菊
花
頸
飾
と
略
称
）、
勲
一
等
旭
日
桐
花
大
授
章
（
以
下
、
桐
花

章
と
略
称
）、
瑞
宝
章（
勲
一
等
～
八
等
）、
宝
冠
章（
勲
一
等
～
五
等
、
明

治
二
十
九
年
四
月
十
日
に
勲
六
等
～
勲
八
等
が
増
設
）が
新
設
さ
れ
た
。
菊

花
頸
飾
は
菊
花
章
よ
り
も
上
に
置
か
れ
た
最
高
勲
章
で
あ
り
、
桐
花

章
は
菊
花
章
と
旭
一
の
間
に
位
置
す
る
。
瑞
宝
章
は
国
内
で
は
官
職

の
年
数
に
応
じ
て
授
与
さ
れ
、
宝
冠
章
は
女
性
を
叙
勲
対
象
と
し
た
。

　

最
高
勲
章
と
な
っ
た
菊
花
頸
飾
は
国
家
元
首
を
対
象
と
し
、
外
国

の
国
家
元
首
お
よ
び
皇
族
に
は
基
本
的
に
菊
花
章
を
贈
っ
て
い
た

（
表
3
参
照
）。
明
治
二
十
五
年
十
二
月
、
パ
リ
駐
在
の
特
命
全
権
公

使
の
野
村
靖
は
外
務
大
臣
の
陸
奥
宗
光
に
、
日
仏
両
国
間
の
「
交
際

益
親
密
」
を
企
図
し
、「
特
別
ノ
御
友
誼
ヲ
表
彰
」
す
る
た
め
、
フ

ラ
ン
ス
の
大
統
領
サ
ヂ
ー
・
カ
ル
ノ
ー
に
菊
花
章
を
贈
る
こ
と
を
出

願
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
陸
奥
は
宮
内
大
臣
の
土
方
久
元
宛
て
に

「
賞
勲
局
総
裁
ヲ
経
テ
上
奏
致
置
候
条
、
御
裁
可
ノ
上
ハ
御
親
書
御
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　表 3　勲章増設後に外国の国家元首と皇族に贈られた菊花章一覧
叙勲年月日 氏名 国名 身分

大勲位菊花章頸飾章
明治 27 年 12 月 10 日 ウィルヘルム第二世 ドイツ・プロシア 皇帝
明治 29 年 3 月 3 日 ニコラス第二世 ロシア 皇帝

明治 31 年 10 月 25 日 フランツ・ヨーゼフ一世 オーストリア・ハ
ンガリー 皇帝

明治 35 年 4 月 13 日 エドワード七世 イギリス 皇帝
明治 35 年 4 月 16 日 ヴィクトル・エンマニユエル イタリア 皇帝
明治 38 年 7 月 12 日 レオポール二世 ベルギー 皇帝
明治 40 年 10 月 17 日 李坧 韓国 皇帝
明治 44 年 3 月 30 日 ジョージ五世 イギリス 皇帝
大勲位菊花大綬章

明治 23 年 5 月 8 日 プランス・アルツール・デューク・
ド・カノート イギリス 皇族

明治 24 年 5 月 14 日 ジョージ・アレキサンドロウィッチ ロシア 大公
明治 24 年 5 月 14 日 ジョージ ギリシャ 親王
明治 24 年 11 月 20 日 ゼネラル・ポルフィリヲ・デイアズ メキシコ 大統領
明治 25 年 12 月 13 日 サヂー・カルノー フランス 大統領

明治 26 年 7 月 27 日 フランツ・フエルディナント オーストリア・ハ
ンガリー 親王

明治 27 年 7 月 23 日 プリンツ・ルイトポルド・カール・
ヨーゼフ バイエルン 摂政

明治 27 年 7 月 23 日 カール・アウグスト ザクセン・ヴァイ
マル・アイゼナハ 大公

明治 27 年 7 月 23 日 ヘルツオーグ・ヨハン・アルブレヒト メクレンブルク 殿下

明治 28 年 6 月 19 日 ルイ・ド・サボア・ヂューク・デ・
アブルー イタリア 親王

明治 29 年 2 月 5 日 ベルンハルド・フリードリッヒ・ウイ
ルヘルム・アルブレヒト・ゲヲルヒ

ザクセン・マイニ
ンゲン 皇子

明治 29 年 5 月 23 日 ウィルヘルム ウィルテンベルグ 皇帝
明治 29 年 9 月 12 日 フエリクス・フォール フランス 大統領
明治 30 年 3 月 23 日 李煕 朝鮮 王（皇帝）
明治 30 年 4 月 27 日 ドン・アルフォンソ十三世 スペイン 皇帝
明治 30 年 6 月 5 日 ドン・カルロス一世 ポルトガル 皇帝
明治 31 年 7 月 8 日 キリウアジミロウィチ ロシア 太公

明治 31 年 10 月 5 日 コント・ド・チュラン・ビットリヨ・
エマニユエル イタリア 親王

明治 31 年 11 月 5 日 コント・フランドル ベルギー 皇弟
明治 32 年 4 月 29 日 光緒帝 清国 皇帝
明治 32 年 8 月 5 日 エミール・ルーベー フランス 大統領
明治 32 年 9 月 19 日 ウィルヘルム ドイツ・プロシア 皇太子
明治 33 年 2 月 26 日 ワルデマール デンマーク 親王
明治 33 年 6 月 26 日 アルベルト ベルギー 皇甥
明治 33 年 7 月 17 日 ポール ロシア 大公
明治 33 年 9 月 8 日 ミケール・アレキサンドロウィチ ロシア 皇太子
明治 33 年 9 月 8 日 セルジ ロシア 皇帝叔父
明治 34 年 1 月 16 日 李坧 韓国 皇太子
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下
付
相
成
候
様
御
取
計
有
之
度
」
と
頼
ん
で
い

る（
（（
（

。
つ
ま
り
、
現
地
の
特
命
全
権
公
使
（
ま
た

は
大
使
）
→
外
務
大
臣
→
宮
内
大
臣
→
賞
勲
局

総
裁
→
宮
内
大
臣
→
天
皇
の
裁
可
と
い
う
流
れ

で
決
定
さ
れ
、
こ
の
逆
の
流
れ
で
勲
章
と
親
書

（
ま
た
は
勲
記
）
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
に
加
え
て
、
明
治
三
十
年
四

月
二
十
七
日
に
ス
ペ
イ
ン
皇
帝
の
ド
ン
・
ア
ル

フ
オ
ン
ソ
第
十
三
世
に
贈
ら
れ
た
菊
花
章
は
、

有
栖
川
威
仁
親
王
が
奉
呈
し
て
お
り
、
通
常
よ

り
も
格
式
の
高
い
方
法
を
取
っ
て
い
る
。
有
栖

川
宮
は
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
つ
い
で
に
寄
っ
た

の
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
菊
花
大
綬
章
御
贈
進
被

遊
、
特
ニ
之
ヲ
捧
呈
ス
ハ
重
任
ヲ
有
栖
川
宮
殿

下
ノ
如
キ
顕
明
ナ
ル
皇
族
ニ
御
委
命
相
成
リ
タ

ル
ニ
ヨ
リ
、
一
層
ノ
光
輝
ヲ
添
ヘ
」
る
と
い
う

効
果
が
あ
っ
た（

（（
（

。
ま
た
明
治
三
十
一
年
十
月
二

十
五
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・

ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
に
贈
ら
れ
た
菊
花
頸
飾
は
、
即

位
五
十
周
年
を
祝
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
か

ら
は
明
治
十
年
代
に
形
成
さ
れ
た
勲
章
を
贈
る

目
的
や
方
法
が
勲
章
増
設
後
も
変
わ
り
な
か
っ

明治 34 年 1 月 28 日 フェルヂナンド・カルル・ルード
ウィヒ

オーストリア・ハ
ンガリー 皇甥

明治 35 年 4 月 13 日 ジョージ五世 イギリス 皇太子
明治 35 年 4 月 13 日 ウラジミール ロシア 皇帝伯父
明治 35 年 6 月 25 日 ボリス・ウアジミロウィチ ロシア 大公
明治 35 年 12 月 9 日 マハ・ワジラウット シャム 皇太子
明治 36 年 1 月 31 日 ゲオルグ サクソン 国王
明治 37 年 6 月 10 日 ドム・ルイ・フィリップ ポルトガル 皇太子

明治 37 年 9 月 25 日 カール・アントン・フォン・ホーヘ
ンツオルレルン ドイツ 殿下

明治 38 年 5 月 16 日 ルプレヒト バイエルン 親王
明治 38 年 5 月 16 日 ゲォルグ バイエルン 親王

明治 38 年 6 月 9 日 アンリー・ウラヂミール・アルベー
ル・エルネスト オランダ 皇帝の皇配

明治 39 年 2 月 14 日 アーサー・オヴ・コンノート イギリス 皇族
明治 39 年 3 月 28 日 プランス・ド・ウヂネ イタリア 皇族
明治 39 年 6 月 5 日 フリードリヒ バーデン 大公

明治 40 年 2 月 9 日 レオポール・クレマン ザクセン・コブー
ルク・ゴータ 皇族

明治 40 年 6 月 19 日 ファリエール フランス 大統領
明治 41 年 5 月 21 日 アイテル・フリードリッヒ プロシア 第 2 皇子

明治 42 年 4 月 30 日 コンスタンチン・コンスタンチノ
ウィッチ ロシア 大公

明治 42 年 10 月 1 日 醇 清国 監国摂政王
明治 42 年 12 月 1 日 アダルベルト プロシア 第 3 皇子
明治 45 年 5 月 6 日 ワルデマール ドイツ 親王
　『外国人叙勲録』（1892 年、賞勲局）、梅溪昇編『明治期外国人叙勲史料集成』3 ～ 5（思文閣
出版、1991 年）、「外国元首及皇族ニ勲章寄贈雑件」（外務省外交史料館所蔵）、「外交贈答録」（宮内
庁書陵部宮内公文書館所蔵）、「頸飾菊花桐花宝冠番号録」1（内閣府賞勲局所蔵）から作成。
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た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

外
国
か
ら
の
勲
章
捧
呈
に
際
し
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
明
治
二

十
三
年
六
月
十
三
日
に
ト
ル
コ
特
派
公
使
の
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
が

参
内
す
る
と
、
天
皇
は
明
治
宮
殿
の
鳳
凰
の
間
で
面
会
し
、
ユ
シ
ヤ

ン
イ
・
イ
ム
チ
ャ
ヅ
勲
章
を
拝
受
し
た
。
公
使
に
は
旭
一
、
随
員
に

は
各
等
差
の
勲
章
が
授
与
さ
れ
た（

（（
（

。
明
治
二
十
八
年
六
月
十
日
に
は

ド
イ
ツ
特
命
全
権
公
使
バ
ロ
ン
・
フ
ォ
ン
・
グ
ー
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ド
が

参
内
し
、
同
国
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
か
ら
の
黒
鷲
勲
章
頸
飾
連

鎖
と
、
バ
イ
エ
ル
ン
摂
政
親
王
か
ら
の
ケ
ー
ニ
ヒ
リ
ヘ
ン
・
ハ
ウ
ス

リ
ッ
テ
ル
ヲ
ル
デ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
フ
ベ
ル
ッ
ス
勲
章

星
章
を
奉
呈
し
た
。
こ
れ
は
菊
花
頸
飾
を
受
領
し
た
こ
と
に
対
す
る

答
礼
で
あ
っ
た（

（（
（

。
グ
ー
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ド
に
は
旭
一
が
授
与
さ
れ
た
か

ら（
（（
（

、
皇
帝
か
ら
の
勲
章
奉
呈
を
つ
と
め
る
者
に
高
等
勲
章
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

天
皇
へ
の
勲
章
奉
呈
は
基
本
的
に
明
治
宮
殿
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

例
外
的
な
事
例
と
し
て
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
四
年

五
月
十
三
日
に
ギ
リ
シ
ャ
皇
子
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
京
都
か
ら
神
戸
に
向

か
う
汽
車
で
ソ
ー
ウ
ェ
ル
大
綬
章
星
章
附
を
天
皇
に
奉
呈
し
て
い
る（

（（
（

。

こ
れ
は
直
前
に
滋
賀
県
大
津
で
訪
日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ

が
遭
難
す
る
大
津
事
件
が
発
生
し
、
天
皇
が
ニ
コ
ラ
イ
の
見
舞
い
に

向
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
度
は
明
治
三
十
年
六
月
二
十
四
日
に
ド
イ
ツ
臨
時
代
理
公

使
の
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
イ
テ
ル
が
京
都
御
所
に
参
内
し
、
ド
イ
ツ
連
邦

ウ
ィ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
か
ら
の
ロ
ル
ド
ル
・
ド
・

ラ
・
ク
ー
ロ
ン
ヌ
・
ド
・
ウ
ェ
ル
タ
ン
ベ
ー
ル
勲
章
を
奉
呈
し
た
と

き
で
あ
る
（
受
領
年
月
日
は
表
1
を
参
照
）。
こ
れ
は
前
年
に
同
皇
帝

に
贈
っ
た
大
勲
位
菊
花
章
の
返
礼
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
五
日
に
天

皇
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
皇
帝
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
一
世
に
大
勲
位
菊
花
章
を

贈
進
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
日
葡
通
商
航
海
条
約
を
締
結
し
、
批
准

書
を
交
換
す
る
に
あ
た
り
、「
両
皇
室
至
懇
の
友
誼
を
表
彰
」
す
る

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
と
き
天
皇
は
京
都
に
行
幸
中
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
異
例
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。

　

明
治
三
十
三
年
三
月
に
皇
太
子
嘉
仁
と
九
條
節
子
（
貞
明
皇
后
）

が
結
婚
す
る
と
、
そ
れ
に
際
し
て
各
国
か
ら
勲
章
が
贈
ら
れ
た（

（（
（

。
同

年
九
月
五
日
、
韓
国
特
命
全
権
公
使
の
趙
秉
式
と
公
使
館
参
書
官
の

李
鼎
来
が
参
内
し
、
皇
帝
か
ら
の
金
尺
大
綬
章
を
天
皇
に
奉
呈
し
た
。

こ
の
と
き
皇
太
子
に
も
同
じ
勲
章
を
持
参
し
て
い
た
が
、
皇
太
子
が

日
光
か
ら
帰
る
の
を
待
ち
、
謁
見
し
て
か
ら
渡
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

内
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
趙
は
二
十
日
に
芝
離
宮
で
皇
太
子
に
謁

見
し
、
同
勲
章
を
奉
呈
し
た（

（（
（

。

　

皇
太
子
へ
の
勲
章
奉
呈
は
、
天
皇
へ
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
受
け

取
る
場
所
に
違
い
が
あ
っ
た
（
表
4
参
照
）。
明
治
三
十
年
十
二
月
六

日
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
贈
ら
れ
た
ト
ワ
ゾ
ン
ド
ー
ル
勲
章
は
、
明
治
宮

殿
の
鳳
凰
の
間
で
受
け
た
が
、
同
三
十
二
年
五
月
三
日
に
フ
ラ
ン
ス
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か
ら
贈
ら
れ
た
レ
ジ
ョ
ン
ド
ヌ
ー
ル
大
綬
章
、
同
三
十
三
年
七
月
に

ロ
シ
ア
か
ら
贈
ら
れ
た
サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
ー
大
綬
章
、
イ
タ
リ
ア
か

ら
贈
ら
れ
た
ア
ン
ノ
ン
シ
ャ
ー
ド
勲
章
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
贈
ら
れ
た

獅
子
大
綬
章
は
、
い
ず
れ
も
芝
離
宮
で
受
け
た（

（（
（

。

　

そ
の
ほ
か
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
八
日
に
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
贈

ら
れ
た
レ
オ
ポ
ル
ド
大
綬
章
は
赤
坂
離
宮
表
謁
見
所
、
同
三
十
二
年

十
二
月
二
十
一
日
に
ド
イ
ツ
か
ら
贈
ら
れ
た
黒
鷲
大
綬
章
は
沼
津
御

用
邸
、
同
三
十
三
年
三
月
五
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
贈
ら
れ
た
白
象

勲
章
は
葉
山
御
用
邸
、
同
年
七
月
十
八
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
贈

ら
れ
た
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
大
綬
章
は
青
山
離
宮
表
謁
見
所
と
、
受
け

取
る
場
所
が
変
わ
っ
て
い
る（

（（
（

。
皇
太
子
は
天
皇
の
代
理
で
行
幸
し
た

り
、
体
調
管
理
の
た
め
に
御
用
邸
を
使
用
す
る
頻
度
が
高
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
事
情
で
受
け
取
る
場
所
に
違
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

外
国
人
に
贈
ら
れ
た
桐
花
章
に
外
務
大
臣
や
特
命
全
権
大
使
な
ど

の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
明
治
二
十
一
年
十
一
月
に

制
定
さ
れ
た
「
外
国
人
叙
勲
内
規
」
に
も
と
づ
き
、
相
手
が
所
有
す

る
外
国
勲
章
の
等
級
を
勘
案
し
た
上
で
、
旭
一
よ
り
も
高
い
桐
花
章

を
贈
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
清
国
・
韓
国
・
シ
ャ
ム

の
皇
族
た
ち
に
桐
花
章
を
贈
っ
て
い
る
の
は
、
所
有
す
る
勲
章
の
等

級
が
菊
花
章
を
贈
る
に
は
足
ら
ず
、「
外
国
人
叙
勲
内
規
」
に
よ
る

「
各
小
国
君
主
・
其
族
」
と
判
断
し
た
た
め
だ
ろ
う
（
表
5
・
6
参
照
）。

　表４　皇太子に贈られた外国勲章一覧
受領年月日 勲章等級 国名 受領場所

明治 30 年 12 月 6 日 トワゾンドール勲章 スペイン 明治宮殿鳳凰の間
明治 31 年 11 月 18 日 レオポルド剣付大綬章 ベルギー 赤坂離宮表謁見所
明治 32 年 5 月 3 日 レジョンドヌール勲章 フランス 芝離宮
明治 32 年 12 月 21 日 黒鷲大綬章 ドイツ 沼津御用邸
明治 33 年 3 月 5 日 白象勲章 デンマーク 葉山御用邸
明治 33 年 7 月 2 日 セントアンドレー大綬章 ロシア 芝離宮
明治 33 年 7 月 9 日 アンノンシャード勲章 イタリア 芝離宮
明治 33 年 7 月 12 日 獅子大綬章 オランダ 芝離宮

明治 33 年 7 月 18 日 サンテチエンヌ大綬章 オーストリア・
ハンガリー 青山離宮表謁見所

明治 33 年 9 月 20 日 金尺大綬章 韓国 芝離宮
明治 37 年 3 月 16 日 神聖フベルト勲章 バイエルン 青山離宮

明治 37 年 4 月
オルドル、ヂユ、クリスト及ヲ
ルドル、ド、サンベノア、ダウ
ヒス（2 種）

ポルトガル 不明

明治 40 年 9 月 23 日 オルドル・ロワイヤル・デ・セ
ラファン勲章 スウェーデン 不明

　「外交贈答録」明治 33 年、明治 37 年から作成。
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同
国
皇
太
后
に
贈
ら
れ
た
宝
一
を
二
年
前
の
北
清
事
変
で
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
再
び
贈
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
「
特
別
ノ
思
召
」
と
し
て
清
国
駐
箚
公
使
を
経
て
追

贈
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
と
き
副
章
の
菊
花
章
だ
け
は
残
っ
て
お

り
、
追
贈
と
引
き
換
え
に
副
章
は
、
特
命
全
権
公
使
の
内
田
康
哉
か

ら
外
務
大
臣
の
小
村
寿
太
郎
を
経
て
宮
内
大
臣
に
返
送
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

外
国
の
王
室
を
対
象
と
し
た
特
別
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

四
　
皇
族
の
海
外
渡
航
と
勲
章
贈
進

　

勲
章
の
贈
答
は
天
皇
と
各
国
元
首
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
に
訪
れ

た
皇
族
を
介
し
て
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
外
国
か
ら
勲
章
を
多
数
贈
ら

れ
た
最
初
の
皇
族
は
、
明
治
十
五
年
六
月
か
ら
十
六
年
二
月
ま
で
欧

米
諸
国
を
巡
回
し
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で

は
八
月
十
日
に
ア
ン
ノ
ン
シ
ャ
ー
ド
勲
章
を
受
け
、
九
月
十
六
日
に

ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
に
菊
花
章
を
奉
呈
す
る
と
、
二
十
三
日
に

は
神
聖
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
ネ
ヴ
ス
キ
ー
勲
章
を
受
け
、
親
王
の
随
行

者
も
各
等
の
勲
章
を
拝
受
し
た（

（（
（

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
十
月
九
日
に

同
国
皇
帝
か
ら
レ
オ
ポ
ル
ド
大
綬
章
を
受
け
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
巡
回
で
有
栖
川
宮
は
八
個
の
勲
章
を
得
て
お
り
、
随
員
も
各

等
の
勲
章
を
貰
っ
た
。
皇
族
は
各
国
の
王
室
を
回
れ
ば
、
ほ
ぼ
確
実

に
勲
章
が
贈
ら
れ
た
（
表 

参
照
）。
明
治
十
六
年
六
月
に
帰
国
し
た

熾
仁
親
王
の
息
子
威
仁
親
王
は
欧
米
に
留
学
し
て
い
た
が
、
彼
に
は

　

女
性
を
対
象
に
し
た
宝
冠
章
は
、
天
皇
の
名
を
も
っ
て
美
子
皇
后

（
昭
憲
皇
太
后
）
か
ら
贈
ら
れ
た
。
宝
冠
章
を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、

外
国
の
女
王
や
女
性
皇
族
に
も
勲
章
を
贈
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
十
五
年
二
月
三
日
に
ハ
ワ
イ
摂
政
の
リ
ヂ
イ
・
カ
マ

カ
イ
ハ
・
リ
リ
ヲ
カ
ラ
ニ
に
は
旭
一
が
贈
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

例
外
的
措
置
で
あ
り
菊
花
章
・
桐
花
章
・
旭
日
章
・
瑞
宝
章
は
女
性

を
叙
勲
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
リ
リ
ヲ
カ
ラ
ニ
が
女

王
と
し
て
即
位
し
た
た
め
、
明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
四
日
に
勲
一

等
宝
冠
章
（
以
下
、
宝
一
と
略
称
）
が
贈
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

宝
一
は
ロ
シ
ア
皇
后
マ
リ
ア
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
を
は
じ
め
、
各

国
の
女
王
・
皇
后
・
皇
太
后
・
親
王
妃
・
女
性
皇
族
に
贈
ら
れ
た

（
表
7
参
照
）。
明
治
二
十
九
年
三
月
七
日
の
ロ
シ
ア
皇
后
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ラ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
と
、
明
治
三
十
五
年
四
月
十
三
日
の
イ

ギ
リ
ス
皇
后
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
戴
冠
式
に
際
し
て

贈
ら
れ
、
前
者
は
伏
見
宮
貞
愛
親
王
、
後
者
は
小
松
宮
彰
仁
親
王
が

奉
呈
し
て
い
る（

（（
（

。
皇
族
が
持
参
し
て
奉
呈
す
る
の
が
特
別
扱
い
で

あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
明
治
二
十
五
年
四
月
十
二
日
に
デ
ン

マ
ー
ク
の
皇
后
に
は
金
婚
式
の
挙
行
に
際
し
て
宝
一
が
贈
ら
れ
た
が
、

こ
の
よ
う
に
特
命
全
権
公
使
を
介
し
て
贈
る
場
合
に
は
親
書
が
添
え

ら
れ
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

勲
章
増
設
後
の
勲
章
贈
答
儀
礼
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し

て
は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
に
清
国
皇
帝
に
贈
ら
れ
た
菊
花
章
と
、
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　表 5　外国人叙勲内側
勲章の種類 叙勲対象

大勲位菊花章 各国君主・皇族、共和国大統領

旭日桐花章
各小国君主・其族、宰相、内閣総理大臣、元帥、特別の理由がある外務大臣、
旭一叙勲者の陸海軍大将、特命全権公使、旭一叙勲者で特別な理由がある
特命全権公使

旭一
各小国君主の族・それに相当する高貴族、陸海軍大将・同等官、諸大臣・
同等官、特命全権大使、特別の理由がある中将、三年以上日本に駐箚し特
別の理由がある特命全権公使

瑞一 陸海軍中少将・同等官・同等文官、特命全権公使、旭二叙勲者の弁理公使

旭二 陸海軍中少将・同等官・同等文官、瑞二叙勲者の大佐・同等官、三年以上
日本に駐箚するか瑞二叙勲者の弁理公使

瑞二 陸海軍少将大佐・同等官・同等文官、弁理公使、旭三叙勲者の代理公使、
旭三叙勲者で特別な理由がある総領事

旭三

陸海軍大佐・同等官・同等文官、特別の理由がある中佐、三年間日本に駐
在する代理公使、大使随行一等書記官、三年以上日本に駐在するか瑞三叙
勲者である公使館一等書記官・総領事、官の庸員にして勅任に准じる取扱
いを受け三年以上奉職者か（三年以上の）瑞三叙勲者

瑞三

陸海軍大中佐・同等官・同等文官、特別の理由がある少佐、代理公使、大
使随行二等書記官、公使館一等書記官、総領事、六年以上日本に駐在し旭
四叙勲者である領事、官の庸員にして勅任に准じる取扱いを受ける者（官の
庸員にして三年以上勅任に准じるか、六年以上奏任に准じる取扱いを受ける者）、官
の庸仁にして（五年以上の）旭四叙勲者

旭四

陸海軍中少佐・同等官・同等文官、大使随行三等書記官、三年以上日本に
駐在するか瑞四叙勲者である公使館二等書記官、領事、十年以上日本に駐
在し瑞四叙勲者である公使館交際官試補および訳官、特別の理由がある大
尉、官の庸員にして奏任に准じる取扱いを受け三年以上奉職者か（三年以上
の）瑞四叙勲者

瑞四

陸海軍少佐大尉・同等官・同等文官、大使随行四等書記官、公使館二等・
三等書記官、旭五叙勲者の副領事、旭五叙勲者の公使館交際官試補・訳官、
官の庸員にして奏任に准じる取扱いを受け三年以上奉職者か（三年以上の）
旭五叙勲者

旭五
陸海軍大尉・中尉・同等官・同等文官、三年以上日本に駐在する代領事、
公使館交際官試補・訳官、三年以上日本に駐在する公使館書記生・大使随
行書記生訳官、官の庸員にして奏任に准じる取扱いを受ける者

瑞五
陸海軍大尉・中尉・少尉・同等官・同等文官、代領事、大使随行書記生訳官、
旭六叙勲者の公使館書記生訳生、官の庸員にして判任に准じる取扱いを受
け三年以上奉職者か（三年以上の）旭六叙勲者

旭六
陸海軍中尉・少尉・同等官・同等文官、公使館書記生訳生、各国君主・皇
族随員無爵無官無勲の者、官の庸員にして判任に准じる取扱いを受け三年
以上奉職者か（三年以上の）瑞六叙勲者

瑞六 陸海軍少尉・同等官・同等文官、領事館訳生、各国君主・皇族随員無爵無
官無勲の者、官の庸員にして（三年以上）判任に准じる取扱いを受ける者

旭七・瑞七 陸海軍下士、巡査長・同等の者、官の庸員にして判任に准じる取扱いを受
け三年以上奉職者か（三年以上の）旭八・瑞八叙勲者、各国君主・皇族の従者

旭八・瑞八 兵卒、水平、巡査・同等の者、官の庸員にして（三年以上）判任に准じる取
扱いを受ける者、各国君主・王族の従者

総理府賞勲局編『賞勲局百年資料集』上（大蔵省印刷局、1978 年）から作成。
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　表 6　外国の国家元首と皇族に贈られた桐花章
叙勲年月日 氏名 国名 身分

明治 21 年 10 月 25 日 ニコライ・カルロウィッチ・
ド・ギルス ロシア 外務大臣

明治 22 年 6 月 26 日 ハンリード・ブウルボン・コ
ント・ド・バルヂ

オーストリア・
ハンガリー 皇族

明治 23 年 7 月 26 日 バヌラン・グセ シャム 皇族

明治 26 年 12 月 27 日 プリンス・ナレスル・ウワ
レードヂー シャム 内務大臣

明治 28 年 2 月 13 日 フリードリッヒ・ウィルヘルム メクレンブルク 大公
明治 28 年 9 月 12 日 フランチェスコ・クリスピー イタリア 内閣議長兼内務大臣

明治 28 年 12 月 18 日 アレクミス・ロバノフ・ロス
トウスキ ロシア 外務大臣

明治 29 年 10 月 6 日 ドン・アントニオ・カノヴァ
ス・デル・カスチイヨ スペイン 内閣総理大臣

明治 30 年 1 月 25 日 マルシャル・フォン・ビーベ
ルスタイン

プロシア・ドイ
ツ 国務大臣兼外務大臣

明治 31 年 7 月 4 日 プリンス・ソンモー シャム 掌璽官

明治 31 年 9 月 8 日 アゲノール・ゴリユホヴスキ オーストリア・
ハンガリー 宮内兼外務大臣

明治 33 年 6 月 29 日 フォン・ビューロー ドイツ 外務大臣
明治 35 年 8 月 28 日 貝子戴振 清国 皇族

明治 36 年 6 月 12 日 アレクセイ・ニコラエウィチ・
クロパトキン ロシア 陸軍大臣

明治 37 年 3 月 17 日 倫貝勒 清国 皇族
明治 37 年 8 月 17 日 ナコンチャイシー シャム 陸軍中将
明治 37 年 8 月 25 日 和碩慶 清国 欽命全権大臣
明治 38 年 4 月 1 日 李載覚 韓国 特派大使
明治 39 年 1 月 23 日 載沢 清国 皇族
明治 39 年 1 月 25 日 李載完 韓国 報聘大使
明治 39 年 4 月 27 日 義親王 韓国 皇族
明治 39 年 12 月 8 日 李祉鎔 韓国 内部大臣
明治 40 年 5 月 17 日 ロバーツ イギリス 陸軍元帥
明治 40 年 6 月 19 日 ステファン・ピシヨン フランス 外務大丞元老院議員
明治 40 年 6 月 24 日 オーギュスト・ジェラール フランス 特命全権大使
明治 40 年 7 月 4 日 クレマンソー フランス 内閣議長
明治 40 年 8 月 26 日 ピー・エー・ストリピーヌ ロシア 内閣総理大臣

明治 40 年 8 月 26 日 アレキサンドル・イスボルス
キー ロシア 外務大臣

明治 40 年 9 月 16 日 袁世凱 清国 直隷総督
明治 40 年 10 月 17 日 李垠 韓国 皇太子
明治 40 年 10 月 18 日 李完用 韓国 内閣総理大臣
明治 40 年 12 月 17 日 李載冕 韓国 特派大使
明治 41 年 1 月 10 日 李允用 韓国 宮内府大臣
明治 41 年 3 月 5 日 ウラヂミール・ココヴッオフ ロシア 大蔵大臣
明治 41 年 5 月 5 日 那桐 清国 尚書外務部会弁大臣
明治 41 年 7 月 15 日 ジオヴァンニ・ガリナ イタリア 特命全権大使
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明治 41 年 8 月 22 日 アルフレッド・フォン・チル
ピッツ ドイツ 海軍大臣

明治 41 年 12 月 24 日 アダルヘルト・ダムブロー・
デ・アダモーツ

オーストリア・
ハンガリー 特命全権大使

明治 42 年 3 月 1 日 閔丙夷 韓国 宮内府大臣
明治 42 年 3 月 30 日 鉄良 清国 陸軍部尚書
明治 42 年 8 月 26 日 ナコンサワン シャム 海軍部長官
明治 42 年 8 月 26 日 デヴァウオングセ シャム 外務大臣
明治 42 年 8 月 26 日 ダムロング シャム 内務大臣
明治 42 年 11 月 11 日 キッチーナ イギリス 元帥
明治 43 年 3 月 16 日 貝勒戴濤 清国 殿下

明治 43 年 3 月 17 日 ウラジミール・フレデリック
ス ロシア 宮内大臣兼侍従武官

長

明治 43 年 6 月 20 日 ド ク ト ル・ ム ム・ フ ォ ン・
シュワルツエンスタイン ドイツ 特命全権大使

明治 43 年 7 月 9 日 ニコラス・マレウスキー・マ
レウィッチ ロシア 特命全権大使

明治 43 年 10 月 21 日 貝勒戴洵 清国 殿下

明治 43 年 10 月 22 日 エヅワルド・パール オーストリア・
ハンガリー 侍従武官長

明治 43 年 10 月 28 日 アルフレッド・モンテヌオ
ヴォー

オーストリア・
ハンガリー 最高宮内長官

明治 43 年 10 月 28 日 アーロイス・フォン・エーレ
ンタール

オーストリア・
ハンガリー 外務大臣

明治 44 年 1 月 31 日 ノーフォルク イギリス 日英博覧会総裁

明治 44 年 8 月 25 日 セルジユ・ドミトリエヴィチ・
サゾノフ ロシア 外務大臣

明治 45 年 2 月 12 日 ギード・ド・カール・ド・ローゼ
ンブルグ・エ・クルムバーク

オーストリア・
ハンガリー 特命全権大使

　『外国人叙勲録』（1892 年、賞勲局）、梅溪昇編『明治期外国人叙勲史料集成』3 ～ 5（思文閣
出版、1991 年）、「外国元首及皇族ニ勲章寄贈雑件」（外務省外交史料館所蔵）、「外交贈答録」（宮
内庁書陵部宮内公文書館所蔵）、「頸飾菊花桐花宝冠番号録」1（内閣府賞勲局所蔵）から作成。
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明
治
十
七
年
四
月
二
十
四
日
に
オ
ー
ス

ト
リ
ア
宮
内
卿
兼
外
務
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グ
ス
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・

カ
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ド
・
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・
パ
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兼
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宮
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叙
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記
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で
き
な
い

た
め
、
こ
の
有
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宮
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事
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ら
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を
現
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た
者
へ
の
叙
勲
が
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と
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よ
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だ
ろ
う
。

　

皇
族
は
陸
海
軍
の
軍
人
に
な
る
義
務
が
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あ
り
、
そ
れ
に
必
要
な
最
新
の
知
識
を
学
ぶ
た
め
外
国
に

留
学
し
た
。
有
栖
川
宮
の
よ
う
に
各
国
を
歴
訪
す
る
皇
族

を
接
待
し
た
の
と
は
別
に
、
現
地
で
長
期
滞
在
す
る
皇
族

を
接
待
し
た
者
も
叙
勲
の
対
象
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
二

年
七
月
に
閑
院
宮
載
仁
親
王
が
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
シ
ー
ル

兵
学
校
で
学
ん
だ
際
に
親
王
の
学
業
に
「
尽
力
」
し
た
と

の
こ
と
で
、
陸
軍
中
将
の
ア
マ
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フ
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ス
ら
五
人
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叙
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同
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兵
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東
伏
見
宮

依
仁
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懇
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ア
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ヌ
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バ
ル
ラ

に
旭
三
、
同
次
長
ジ
ュ
ー
ル
・
エ
ミ
ー
ル
・
テ
ス
マ
ル
に
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（
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さ
ら
に
閑
院
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載
仁
親
王
が

学
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
大
学
校
の
校
長
に
は
瑞
一
が
贈

ら
れ
た（

（（
（

。

　

官
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や
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級
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よ
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れ
る
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が
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外
国
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叙
勲
内
側
」
に

し
た
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っ
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こ
と
が
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瞭
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、
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　表 7　外国皇族に贈られた宝冠章一等
叙勲年月日 氏名 国名 身分

明治 22 年 1 月 23 日 マリア・フョードロヴナ ロシア 皇后
明治 22 年 2 月 16 日 マリア・クリスティナ スペイン 摂政皇太后

明治 23 年 5 月 8 日 プランセス・ルイズ・マルゲリット・
ヂュセス・ド・カノート イギリス 皇族

明治 25 年 3 月 24 日 リヂイ・カマカイハ・リリヲカラニ ハワイ 皇帝
明治 25 年 4 月 12 日 ルイーゼ・フォン・ヘッセン�カッセル デンマーク 皇后
明治 29 年 3 月 7 日 アレクサンドラ・フョードロヴナ ロシア 皇后
明治 31 年 6 月 18 日 エンマ オランダ 摂政皇太后
明治 31 年 7 月 18 日 スワバ シャム 皇后

明治 31 年 9 月 8 日 エリザベート【増進取消し】 オーストリア・
ハンガリー 皇后

明治 32 年 4 月 29 日 西太后 清国 皇太后
明治 32 年 8 月 8 日 ウィルヘルミナ オランダ 皇帝
明治 35 年 4 月 13 日 アレクサンドラ イギリス 皇后
明治 35 年 4 月 13 日 アウグステ・ヴィクトリア ドイツ 皇后
明治 35 年 6 月 10 日 アスチュリス スペイン 皇女
明治 36 年 5 月 16 日 ルプレヒト バイエルン 親王妃
明治 38 年 3 月 28 日 ダッチュス・セシリー ドイツ 皇太子妃
明治 38 年 3 月 28 日 ビクトリア・メリー イギリス 皇太子妃
明治 40 年 12 月 24 日 ヴィクトリア・ユージェニー スペイン 皇后
明治 42 年 6 月 11 日 エレナ イタリア 皇后
明治 43 年 6 月 16 日 ヨハン・アルブレヒト メクレンブルク 公妃
　『外国人叙勲録』（1892 年、賞勲局）、梅溪昇編『明治期外国人叙勲史料集成』3 ～ 5（思文閣
出版、1991 年）、「外国元首及皇族ニ勲章寄贈雑件」（外務省外交史料館所蔵）、「外交贈答録」（宮内
庁書陵部宮内公文書館所蔵）、「頸飾菊花桐花宝冠番号録」1（内閣府賞勲局所蔵）から作成。
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　表 8　皇族の外国勲章受領一覧
受領年月日 種類等級 国名

有栖川宮熾仁親王（明治 15 年 5 月～ 17 年 4 月、ロシア皇帝即位大礼）
明治 15 年 8 月 10 日 アンノンシャード勲章 イタリア
明治 15 年 9 月 16 日 セントアレキサンドルネヴスキー勲章 ロシア
明治 15 年 9 月 24 日 インデベンダンス・ダニエ第一世勲章 モンテネグロ

明治 15 年 10 月 9 日 レオポルド大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 15 年 10 月 26 日 レーグルルジ大綬章 ドイツ
明治 15 年 10 月 29 日 レオポルド大綬章 ベルギー
明治 15 年 11 月 2 日 ネゼルランデ大綬章 オランダ
明治 15 年 11 月 8 日 シャルルトロア大綬章 スペイン
明治 16 年 3 月 21 日 カメハメハ大綬章 ハワイ

明治 26 年 サンテチエンヌ大綬章 オーストリア・
ハンガリー

有栖川宮威仁親王（明治 22 年 2 月～ 23 年 1 月、軍事視察、明治 38 年 4 月～ 8 月、ドイツ皇太子結
婚式参列）
明治 22 年 4 月 26 日 セントアレキサンドルネヴスキー勲章 ロシア
明治 22 年 5 月 9 日 シャルル・トロア大綬章 スペイン
明治 22 年 9 月 26 日 リオン・ネゼルランデー大綬章 オランダ
明治 22 年 10 月 21 日 レオポルド大綬章 ベルギー
明治 22 年 11 月 17 日 レーグル・ルジ大綬章 プロシア
明治 22 年 12 月 15 日 レオポルド大綬章 オーストリア
明治 23 年 1 月 13 日 サンモーリス・エラザール大綬章 イタリア
明治 25 年 5 月 30 日 セントスタニスラス大綬章 ロシア
明治 30 年 7 月 7 日 シャルル・トロア頸飾 スペイン
明治 31 年 4 月 22 日 レジョンドヌール大綬章 フランス
明治 36 年 6 月 19 日 ナイト・グランド・クロッス・バス勲章（シビル）イギリス
明治 37 年 3 月 14 日 神聖フベルト勲章 バイエルン
明治 38 年 5 月 1 日 アンノンシャード勲章 イタリア
明治 38 年 5 月 29 日 レーグル・ノアル大綬章 プロシア
明治 38 年 6 月 27 日 ナイト・グランド・クロッス・バス勲章（ミリタリー）イギリス
明治 43 年 10 月 16 日 金尺大綬章 韓国
伏見宮貞愛親王（明治 18 年 8 月～ 19 年、欧州巡回）
明治 16 年 4 月 27 日 カメハメハア第一世勲章 ハワイ
明治 19 年 9 月 18 日 赤鷲第大綬章 ドイツ
明治 19 年 9 月 18 日 サンモーリース・エラザール大綬章 イタリア

明治 19 年 9 月 18 日 レオポルド大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 19 年 9 月 18 日 サントラーウ一等勲章 スウェーデン・
ノルウェー

明治 19 年 10 月 5 日 レオポルド大綬章 ベルギー
明治 19 年 10 月 7 日 ダネブロック一等勲章 デンマーク
明治 29 年 5 月 25 日 セントアレキサンドルネヴスキー勲章 ロシア
明治 30 年 4 月 16 日 レジョンドノール大綬章 フランス
明治 37 年 11 月 27 日 頭等第二雙龍宝星 清国

明治 40 年 5 月 7 日 グランド・クロッス・オブ・ゼ・オーダー・オブ・ゼ・
バズ勲章 イギリス
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明治 42 年 4 月 27 日 頭等第一雙龍宝星 清国
明治 43 年 5 月 3 日 アンノンシャード勲章 イタリア
明治 43 年 6 月 4 日 セントアンドレー勲章 ロシア
伏見宮博恭王（明治 41 年 1 月～ 43 年 7 月、欧州巡回）
明治 28 年 6 月 22 日 王冠一等勲章 ドイツ
明治 34 年 8 月 4 日 李花大綬章 韓国
明治 36 年 5 月 9 日 頭等第二雙龍宝星 清国
明治 38 年 5 月 23 日 金尺大綬章 韓国
明治 43 年 1 月 25 日 ヴィクトリア一等勲章 イギリス
明治 43 年 2 月 1 日 赤鷲大綬章 ドイツ
明治 43 年 2 月 15 日 アンノンシャード勲章 イタリア
明治 43 年 3 月 8 日 チャールス第三世大綬章 スペイン
明治 43 年 3 月 14 日 レジョンドヌール勲章 フランス

明治 43 年 3 月 21 日 セント・ステファン大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 43 年 4 月 11 日 セントアンドレー勲章 ロシア
明治 43 年 4 月 27 日 レオン・ネーラデー勲章 オランダ
明治 43 年 5 月 4 日 レオポルド大綬章 ベルギー
明治 44 年 11 月 28 日 マハ・チャクリ大綬章 シャム
伏見宮妃経子（明治 41 年 1 月～ 43 年 7 月、欧州巡回）
明治 43 年 3 月 レイナ・マリア・ルイザ貴婦人勲章 スペイン
小松宮彰仁親王（明治 19 年 10 月～ 20 年 11 月、軍事視察）

明治 18 年 サントラーウ一等勲章 スウェーデン・
ノルウェー

明治 20 年 セントアレキサンドルネヴスキー勲章 ロシア
明治 20 年 赤鷲大綬章 プロシア

明治 20 年 レオポルド大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 20 年 ダネブロック勲章 デンマーク
明治 20 年 レジョンドヌール大綬章 フランス
明治 20 年 オスマニー大綬章 トルコ
明治 20 年 セフワカット大綬章 トルコ
明治 20 年 王冠大綬章 シャム
明治 29 年 2 月 20 日 アンノンシャード勲章 イタリア
小松宮妃頼子
明治 16 年 10 月 20 日 カピヲラニ大綬章 ハワイ
明治 20 年 12 月 14 日 セフワカット大綬章 トルコ
北白川宮能久親王
明治 14 年 6 月 9 日 王冠章第一等勲章 ドイツ
明治 16 年 3 月 27 日 カメハメハ大綬章 ハワイ
明治 18 年 2 月 10 日 グロース・クロイツ・グライヘン勲章 メクレンブルク
明治 22 年 12 月 2 日 赤鷲大綬章 ドイツ
明治 25 年 4 月 11 日 セントアレキサンドルネヴスキー勲章 ロシア

明治 26 年 8 月 21 日 レオポール勲章大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 28 年 4 月 24 日
グロース・クロイツ・ミット・デル・グローネ・イン・
エルツ・デス・ソクレンブルギセン・ハウスヲルデ
ンス・デル・ウェンヂセン・グローネ勲章

メクレンブルク
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閑院宮載仁親王（明治 33 年 1 月～ 7 月、欧州巡回）
明治 28 年 10 月 5 日 レジョンドヌール大綬章 フランス
明治 31 年 11 月 2 日 セントアレキサンドルネヴスキー勲章 ロシア
明治 33 年 4 月 28 日 レオポルド剣付大綬章 ベルギー
明治 33 年 5 月 20 日 アンノンシャード勲章 イタリア
明治 33 年 5 月 29 日 オスマニー大綬章 トルコ

明治 33 年 6 月 7 日 サンテチエンヌ勲章大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 33 年 6 月 23 日 赤鷲大綬章 ドイツ
明治 37 年 1 月 27 日 頭等第二雙龍宝星勲章 清国

明治 38 年 11 月 18 日 フェルストリヒ・ホーヘンツオルレルンシエー・
ハウスオルデン剣附一等勲章

ドイツホーヘン
ツオルレルン家

明治 39 年 6 月 22 日 剣附王冠武功一等勲章 プロシア
閑院宮妃智恵子
明治 39 年 11 月 15 日 赤十字第一等記章 ドイツ
明治 39 年 11 月 15 日 赤十字第三等記章 ドイツ
東伏見宮依仁親王（明治 26 年 7 月～ 27 年 9 月、欧州巡回）
明治 26 年 12 月 4 日 リヨンネールランデー大綬章 オランダ
明治 27 年 1 月 13 日 赤鷲大綬章 ドイツ
明治 27 年 1 月 31 日 アルベルト大綬章 ザクセン

明治 27 年 2 月 6 日 白鷲大綬章 ザクセン・ヴァイ
マル・アイゼナハ

明治 27 年 3 月 28 日 レオポルド大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 27 年 3 月 28 日 グランド・クロワー・ド・ロルドル・ロワヤル・
ド・シャール・ドロワー勲章 スペイン

明治 27 年 6 月 9 日 サン・モーリス・エラザール大綬章 イタリア
明治 27 年 6 月 9 日 レオポルド剣付大綬章 ベルギー
明治 27 年 6 月 9 日 ダネブロック大綬章 デンマーク
明治 27 年 6 月 9 日 オスマニー大綬章 トルコ
明治 27 年 6 月 9 日 白鷲大綬章 セルビア

明治 27 年 6 月 9 日 ワッサ大綬章 スウェーデン・
ノルウェー

明治 40 年 1 月 7 日 頭等第二雙龍宝星勲章 清国
久邇宮邦彦王（明治 40 年 4 月～ 42 年 10 月、欧州巡回）
明治 41 年 3 月 16 日 チャーレス三世勲章頸飾附 スペイン
明治 41 年 10 月 15 日 黒鷲大綬章 ドイツ
明治 42 年 1 月 12 日 セント・フーベルタス勲章 バイエルン
明治 42 年 2 月 10 日 アンノンシャード勲章 イタリア

明治 42 年 2 月 20 日 セント・ステファン大綬章 オーストリア・
ハンガリー

明治 42 年 3 月 4 日 白鷲勲章 セルビア
明治 42 年 3 月 6 日 アレキサンダー勲章 ブルガリヤ
明治 42 年 3 月 11 日 オスマニー大綬章 トルコ
明治 42 年 3 月 28 日 カロール勲章 ルーマニヤ
明治 42 年 4 月 14 日 セントアンドレアー勲章 ロシア
明治 42 年 6 月 12 日 レジョンドヌール大綬章 フランス
明治 42 年 6 月 22 日 レオポルド剣付大綬章 ベルギー



明治時代の勲章外交儀礼（刑部）161

所
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外
国
人
の
叙
勲
に
は
「
身
分
等
詳
細
取
調
」
を
し
た
上
で

お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
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官
職
な
ど
が
は
っ
き
り

し
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
官
等
や
勲
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ど
を
取
り
調
べ

て
示
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
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こ
の
申
し
出
に
よ
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「
外
国
人
叙
勲
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規
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に
も
と
づ
き
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叙
勲
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象
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身

分
等
詳
細
取
調
」
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お
こ
な
っ
た
上
で
授
与
す
る
勲
等
を
確

定
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
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明
治
二
十
九
年
に
は
イ
タ
リ
ア
の
皇
帝
か
ら
小
松
宮
彰
仁

親
王
に
ア
ン
ノ
ン
シ
ャ
ー
ド
勲
章
が
贈
ら
れ
る
が
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そ
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理

由
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「
皇
太
子
殿
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ノ
外
ニ
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テ
最
モ
皇
位
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御
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い
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前
年
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明
治
二
十
八
年
一
月
十
五
日

に
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
薨
去
し
た
た
め
、
皇
族
で
ア
ン
ノ

ン
シ
ャ
ー
ド
勲
章
の
有
勲
者
は
い
な
か
っ
た
。
勲
章
を
受
け

取
る
方
法
に
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い
て
は
、
①
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タ
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皇
帝
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天
皇
→
小
松

宮
、
②
イ
タ
リ
ア
皇
帝
→
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本
在
勤
の
イ
タ
リ
ア
公
使
→
小

松
宮
と
が
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
で
も
そ
の
基
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は
明
確
で
は
な

か
っ
た
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明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
五
日
付
で
イ
タ
リ
ア
特

命
全
権
公
使
の
高
平
小
五
郎
が
外
務
大
臣
臨
時
代
理
の
西
園

寺
公
望
に
宛
て
た
書
面
で
は
、
①
の
方
法
を
取
る
場
合
は
勲

章
と
と
も
に
親
書
を
添
付
す
る
の
が
礼
儀
で
あ
り
、
そ
れ
を

明治 42 年 6 月 25 日 オランダ獅子勲章 オランダ
明治 42 年 ビクトリア勲章 イギリス
久邇宮妃俔子（明治 40 年 4 月～ 42 年 10 月、欧州巡回）
明治 42 年 メーゾン・ド・オレンジ勲章 オランダ
梨本宮守正王（明治 36 年、フランス留学、明治 41 年 12 月～ 42 年 7 月、留学後欧州巡回）
明治 36 年 5 月 20 日 頭等第二雙龍宝星勲章 清国
明治 41 年 7 月 22 日 レジョンドヌール大綬章 フランス
明治 42 年 7 月 カルロス第三勲章大綬章 スペイン
梨本宮妃伊都子（明治 41 年 12 月～ 42 年 7 月、留学後欧州巡回）
明治 41 年 6 月 16 日 学術記章 フランス
明治 42 年 7 月 レイナ・マリア・ルイザ貴婦人勲章 スペイン
山階宮菊麿王
明治 27 年 12 月 18 日 王冠一等勲章 ドイツ
華頂宮博恭王
明治 28 年 王冠一等勲章 ドイツ
明治 34 年 8 月 3 日 梨花大綬章 韓国
竹田宮恒久王
明治 40 年 4 月 29 日 金尺大綬章 韓国
　『熾仁親王行実』下（高松宮家、1929 年）、『威仁親王行実』上（威仁親王行実編纂会、1926 年）、

『貞愛親王事蹟』（伏見宮蔵版、1931 年）、『博恭王殿下を偲び奉りて』（御伝記編纂会、1948 年）、
『北白川宮能久親王御事蹟』（台湾教育会、1937 年）、『山階宮三代』下（山階会、1982 年）、「伏
見宮貞愛親王博恭王両殿下、竹田宮恒久王殿下、閑院宮載仁親王同妃両殿下、東伏見宮依
仁親王殿下、久邇宮邦彦王殿下、小松宮彰仁親王同妃両殿下御所有ノ外国勲章ニ関シ各宮
家ヨリ式部職ヘ回答ノ件」（「外交贈答録」明治 41 年）から作成、「邦彦王同妃両殿下欧洲御旅
行中西班牙国其他ヨリ勲章御受領届」（「外交贈答録」明治 43 年）から作成。
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受
け
た
ら
日
本
側
も
親
書
な
ど
の
返
礼
が
必
要
と
な
る
が
、
今
回
の

趣
旨
か
ら
す
る
と
②
の
方
法
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
意
見
に
も
と
づ
き
、
明
治
二
十
九
年
二
月
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日
に
イ
タ
リ
ア

公
使
が
小
松
宮
に
直
接
奉
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（（
（

。

　

皇
族
の
渡
欧
に
よ
る
外
国
人
へ
の
勲
章
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は
明
治
三
十
年
代
以

降
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続
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た
。
明
治
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十
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は
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仁
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モ
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ら
に
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明
治
三
十
五
年
に
小
松
宮
彰
仁
親
王
が
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同
三
十
八
年
に
は
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ツ
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子
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る
た
め
、
有

栖
川
宮
威
仁
親
王
と
同
妃
が
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
。
こ
の
と
き
有
栖
川

宮
は
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス

を
回
り
、
七
月
四
日
に
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
の
有
栖
川
宮
に
「
叙
勲

ノ
義
御
委
任
」
が
聴
許
さ
れ
、
旭
二
を
二
人
、
旭
三
を
一
人
、
旭
四

を
六
人
に
授
与
し
て
い
る（

（（
（

。

　

有
栖
川
宮
は
、
ベ
ル
ギ
ー
建
国
七
十
五
年
の
祝
祭
挙
行
に
際
し
、

同
国
皇
帝
に
菊
花
頸
飾
を
贈
進
す
る
こ
と
を
外
務
大
臣
宛
て
に
提
案

し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
外
務
大
臣
は
宮
内
大
臣
に
伝
え
、
七
月
十
二

日
に
天
皇
の
裁
可
を
経
て
菊
花
頸
飾
が
贈
ら
れ
た（

（（
（

。「
叙
勲
ノ
義
御

委
任
」
と
は
い
え
、
親
授
式
の
対
象
で
あ
る
勲
一
等
以
上
の
勲
章
授

与
に
際
し
て
は
、
宮
→
外
務
大
臣
→
宮
内
大
臣
→
天
皇
と
い
う
手
続

き
を
踏
ん
で
い
る
。
有
栖
川
宮
の
帰
国
後
に
は
、
宮
が
立
ち
寄
っ
た

国
で
「
斡
旋
尽
力
」
し
た
者
へ
の
叙
勲
が
実
施
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア

に
は
九
人
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
六
人
、
ド
イ
ツ
に
は
四
十
六
人
、
オ
ラ

ン
ダ
に
は
九
人
、
ベ
ル
ギ
ー
に
は
二
十
二
人
と
合
計
九
十
二
人
に
お

よ
ん
で
い
る（

（（
（

。
同
年
七
月
に
は
伏
見
宮
博
恭
王
が
韓
国
訪
問
中
に

「
斡
旋
尽
力
」
し
た
と
の
こ
と
で
二
十
二
人
に
勲
章
が
授
与
さ
れ
た（

（（
（

。

　

そ
し
て
明
治
四
十
年
の
伏
見
宮
貞
愛
親
王
の
渡
欧
時
に
は
、
旭
日

章
を
九
十
五
個
、
瑞
宝
章
を
七
十
九
個
の
合
計
百
七
十
四
個
を
持
参

し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
旭
四
が
五
個
不
足
し
、
不
足
分
を
追
加
で

送
っ
て
い
る（

（（
（

。
同
年
の
皇
太
子
嘉
仁
の
韓
国
渡
航
で
は
菊
花
頸
飾
を
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一
個
、
桐
花
章
を
三
個
、
旭
日
章
を
二
十
二
個
、
瑞
宝
章
を
二
十
八

個
の
合
計
五
十
四
個
を
持
参
し
、
追
加
で
旭
日
章
を
四
十
五
個
、
瑞

宝
章
を
四
十
四
個
の
合
計
八
十
九
個
を
送
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
旭
一

が
二
個
、
瑞
五
が
一
個
足
ら
な
く
な
り
追
加
補
充
し
た（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
大
量
の
勲
章
が
用
意
さ
れ
る
な
か
で
接
待
員
と
し
て

破
格
の
桐
花
章
を
授
与
さ
れ
た
の
が
、
伏
見
宮
を
接
待
し
た
元
帥
伯

爵
の
ロ
バ
ー
ツ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
バ
ー
ツ
が
後
述
の
イ
ギ
リ
ス
最

高
勲
章
で
あ
る
ガ
ー
タ
ー
勲
章
の
受
章
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

接
待
員
の
海
軍
大
将
シ
イ
モ
ー
ア
と
陸
軍
大
将
ケ
イ
リ
ケ
ン
ニ
ー
は

旭
一
の
受
章
者
で
あ
っ
た
が
、
前
者
に
は
「
金
蒔
絵
書
棚
」、
後
者

に
は
「
金
蒔
絵
料
紙
硯
箱
」
が
贈
ら
れ
て
お
り（

（（
（

、
基
本
的
に
大
臣
ク

ラ
ス
に
満
た
な
い
者
に
桐
花
章
を
授
与
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

明
治
四
十
一
年
に
は
久
邇
宮
邦
彦
王
を
接
待
し
た
と
し
て
侍
従
大

貴
族
ビ
ヴ
ォ
ナ
公
爵
以
下
二
十
九
人
に
各
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
が
、

「
大
貴
族
」「
公
爵
」
で
あ
っ
て
も
ビ
ヴ
ォ
ナ
が
受
章
し
た
の
は
旭
一

で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
侍
従
武
官
陸
軍
少
将
に
は
旭
二
、
名
誉
侍
従

武
官
歩
兵
大
尉
に
は
瑞
四
、
陸
軍
少
尉
に
は
旭
六
と
、
各
階
級
に
応

じ
た
勲
章
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
階
級
に
加
え
二
十
九
人
が
受

章
し
た
勲
章
を
調
査
し
、
授
与
す
る
勲
章
の
種
類
と
等
級
の
目
安
と

し
た
。
ビ
ヴ
ォ
ナ
は
プ
ロ
シ
ア
国
王
冠
勲
章
大
綬
章
し
か
受
章
し
て

い
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

久
邇
宮
を
接
待
し
た
ロ
シ
ア
の
宮
内
大
臣
兼
侍
従
武
官
長
ウ
ラ
ジ

ミ
ー
ル
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
ス
、
久
邇
宮
と
梨
本
宮
守
正
王
を
接
待
し

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
侍
従
武
官
長
エ
ヅ
ワ
ル
ド
・
パ
ー
ル
、
久
邇
宮

と
伏
見
宮
博
恭
王
を
接
待
し
た
同
国
の
最
高
宮
内
長
官
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
モ
ン
テ
ヌ
オ
ヴ
ォ
ー
、
外
務
大
臣
ア
ー
ロ
イ
ス
・
フ
ォ
ン
・

エ
ー
レ
ン
タ
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
桐
花
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
ス
は
神
聖
ア
ン
ド
レ
イ
勲
章
、
パ
ー
ル
と
モ
ン

テ
ヌ
オ
ヴ
ォ
ー
は
ト
ア
サ
ン
ド
ー
ル
、
エ
ー
レ
ン
タ
ー
ル
は
サ
ン

ト
・
ス
テ
ッ
プ
ハ
ン
勲
章
の
有
勲
者
で
あ
り（

（（
（

、
ビ
ヴ
ォ
ナ
と
大
差
は

な
か
っ
た
。
彼
ら
が
旭
一
で
は
な
く
桐
花
章
を
得
ら
れ
た
の
も
、
大

臣
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
四
年
に
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
が
天
皇
の
名
代
で
イ
ギ
リ

ス
皇
帝
の
戴
冠
式
に
列
席
し
た
と
き
に
は
、
皇
帝
に
奉
呈
す
る
菊
花

頸
飾
と
、
現
地
で
接
待
員
に
授
与
す
る
勲
章
と
し
て
旭
一
を
三
個
、

旭
二
を
四
個
、
旭
三
か
ら
旭
六
を
各
五
個
、
旭
七
と
旭
八
を
各
十
個
、

瑞
一
を
三
個
、
瑞
二
を
四
個
、
瑞
三
を
七
個
、
瑞
四
か
ら
瑞
六
を
各

五
個
、
瑞
七
と
瑞
八
を
各
十
個
の
計
九
十
六
個
を
持
参
し
て
い
る（

（（
（

。

も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
意
向
で
接
待
員
へ
の
勲
章
授
与
は
お
こ

な
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
期
を
通
し
て
皇
族
が
海
外
留
学
や
各
国
王
室
の

記
念
祝
典
に
参
加
す
る
際
に
は
、
同
国
の
国
家
元
首
や
皇
族
だ
け
で

な
く
、
接
待
し
て
く
れ
た
関
係
者
に
勲
章
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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五
　
日
露
戦
争
後
の
勲
章
贈
進

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月
二
十
日
、
イ
ギ
リ
ス
皇
族
の

ア
ー
サ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ン
ノ
ー
ト
が
随
員
を
し
た
が
え
て
参
内
し
た
。

使
節
書
記
官
マ
イ
ル
ス
・
ラ
ム
プ
ソ
ン
が
先
頭
に
立
ち
、
コ
ン
ノ
ー

ト
の
主
馬
陸
軍
大
尉
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
ウ
イ
ン
ダ
ム
が
「
御
帽
」、
主

馬
陸
軍
大
佐
ア
ー
サ
ー
・
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
が
「
星
章
」
と
「
外
衣
」、

陸
軍
大
将
サ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
ケ
リ
ー
・
ケ
ン
ニ
ー
が
頸
飾
章
、
艦

隊
司
令
長
官
海
軍
大
将
サ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ッ
チ
・
セ
イ
モ
ア

が
ガ
ー
タ
ー
勲
章
を
捧
持
し
た
。
さ
ら
に
リ
ー
ヅ
デ
ー
ル
が
大
綬
章

と
ジ
ョ
ー
ジ
勲
章
を
持
ち
、
そ
の
後
ろ
に
コ
ン
ノ
ー
ト
が
続
い
た（

（（
（

。

　

こ
れ
ま
で
の
各
国
勲
章
の
奉
呈
と
違
っ
て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
ガ
ー
タ
ー
勲
章
が
最
高
勲
章
の
な
か
で
も
特
別
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ガ
ー
タ
ー
勲
章
は
六
百
年
前
に
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
創
設
し
た

も
の
で
、
勲
章
の
所
有
者
は
皇
帝
を
主
宰
と
し
、
皇
太
子
以
下
二
十

四
人
に
限
ら
れ
て
い
た
。
皇
帝
・
国
王
・
諸
皇
族
に
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
と
特
別
の
親
睦
か
同
盟
の
友
誼
が
な
い
と
贈
ら
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

勲
章
の
授
受
も
通
常
よ
り
丁
寧
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ー
タ
ー
勲

章
は
、
セ
イ
モ
ア
→
ラ
ム
プ
ソ
ン
→
コ
ン
ノ
ー
ト
と
い
う
順
序
で
渡

さ
れ
、
コ
ン
ノ
ー
ト
が
天
皇
の
左
脚
膝
下
に
紐
附
し
、
侍
従
長
兼
内

大
臣
の
徳
大
寺
実
則
と
宮
内
大
臣
秘
書
官
の
長
崎
省
吾
が
捧
持
し
た
。

次
に
コ
ン
ノ
ー
ト
は
ジ
ョ
ー
ジ
勲
章
を
天
皇
の
左
肩
よ
り
右
腋
下
に

斜
め
に
か
け
、
星
章
を
左
胸
に
掲
げ
、
外
衣
を
肩
に
か
け
、
頸
飾
章

を
頸
に
纏
っ
た
。
御
帽
は
天
皇
が
自
ら
被
っ
た（

（（
（

。

　

勲
章
奉
呈
式
が
お
わ
る
と
、
天
皇
は
正
装
か
ら
通
常
礼
装
に
着
替

え
て
霞
関
離
宮
に
赴
き
、
来
日
記
念
と
し
て
コ
ン
ノ
ー
ト
に
菊
花
章

を
贈
っ
た
。
ま
た
随
行
員
に
は
旭
一
以
下
の
各
等
級
の
勲
章
が
授
与

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
は
日
英
同
盟
の
締
結
と
、
日
露
戦
争
の
勝

利
を
経
て
よ
う
や
く
日
本
に
最
高
勲
章
を
贈
る
こ
と
を
認
め
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
ロ
シ
ア
側
に
も
見
ら
れ
る
。
有
栖
川
宮
熾
仁

親
王
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
、
閑
院
宮
載
仁
親

王
に
贈
ら
れ
た
の
は
セ
ン
ト
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
ネ
ヴ
ス
キ
ー
勲
章
と

い
う
下
等
勲
章
で
あ
り
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
に
は
そ
れ
が
贈
ら
れ

た
後
に
セ
ン
ト
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
大
綬
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

に
対
し
て
伏
見
宮
貞
愛
親
王
に
は
セ
ン
ト
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
ネ
ヴ
ス

キ
ー
勲
章
が
贈
ら
れ
、
日
露
戦
争
後
に
最
高
勲
章
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド

レ
ー
勲
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
露
戦
争
後
の
伏
見
宮
博
恭
王

と
久
邇
宮
邦
彦
王
に
は
最
初
か
ら
セ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
ー
勲
章
が
贈
ら

れ
て
い
る
（
表
8
参
照
）。
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ロ

シ
ア
も
日
本
に
対
す
る
見
方
を
変
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

明
治
三
十
九
年
六
月
五
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
バ
ー
デ
ン
大
公
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
が
八
十
歳
と
金
婚
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
祝
意
を
示
す
親

書
と
菊
花
章
を
贈
っ
た
。
こ
れ
は
四
月
八
日
に
ド
イ
ツ
の
特
命
全
権
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大
使
井
上
勝
之
助
が
外
務
大
臣
西
園
寺
公
望
に
依
頼
し
、
六
月
一
日

に
外
務
大
臣
林
董
（
五
月
十
九
日
に
西
園
寺
か
ら
交
代
）
が
宮
内
大
臣

田
中
光
顕
に
取
り
計
ら
う
よ
う
願
い
出
た
結
果
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

そ
し
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
勲
章
を
奉
呈
し
た
井
上
の
報
告
か
ら
は
、

奉
呈
後
に
バ
ー
デ
ン
国
か
ら
井
上
を
は
じ
め
随
行
員
に
対
し
て
各
等

級
の
勲
章
と
金
婚
式
記
念
章
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。
日
本

側
が
来
日
し
た
外
国
皇
族
と
随
員
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
の
と
同
じ

な
の
は
、
そ
れ
が
国
際
的
な
勲
章
の
贈
答
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
ま
た
明
治
四
十
二
年
四
月
三
十
日
に
ロ
シ
ア
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
大
公
に
贈
ら
れ
た
菊
花
章
は
、
銀

婚
式
を
祝
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
金
婚
式
や
銀
婚
式
な
ど
特
別
な
と

き
に
勲
章
が
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
変
わ
り
が
な
い
。

　

勲
章
の
贈
答
が
両
国
間
の
親
密
度
を
増
す
こ
と
を
期
待
す
る
証
で

あ
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
六
月
の
日
仏
間
の
勲
章
贈
答
か
ら
あ
ら

た
め
て
確
認
で
き
る
。
六
月
十
九
日
に
は
日
仏
協
約
の
締
結
に
よ
り
、

天
皇
が
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
フ
ァ
リ
エ
ー
ル
に
菊
花
章
を
贈
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二
十
二
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
が
フ
ラ
ン
ス
駐
箚
の
特

命
全
権
大
使
栗
野
慎
一
郎
に
レ
ジ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ル
大
綬
章
を
授

与
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
側
も
二
十
四
日
に
は
特
命
全
権

大
使
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ジ
ュ
ラ
ー
ル
に
日
仏
協
約
締
結
の
功
労
と

し
て
桐
花
章
を
授
与
し
た（

（（
（

。

　

こ
の
三
年
後
の
明
治
四
十
三
年
一
月
十
四
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

参
謀
中
佐
で
勲
三
等
受
章
者
の
エ
ス
・
マ
ル
ク
リ
ー
が
日
本
の
陸
軍

に
貢
献
し
た
と
の
功
績
で
瑞
二
を
授
与
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
栗
野
慎
一
郎
か
ら
エ
ス
・
マ
ル
ク
リ
ー
が
死
去
し
て
い
た

と
の
報
告
を
受
け
る
と
、
宮
内
大
臣
は
内
閣
総
理
大
臣
に
叙
勲
を

「
廃
停
」
し
て
勲
章
と
勲
記
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
戻
す
よ
う
に
指
示
し

て
い
る（

（（
（

。
こ
の
事
例
か
ら
は
外
国
人
で
あ
っ
て
も
死
者
の
叙
勲
を
認

め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
年
六
月
、
ド
イ
ツ
連
邦
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
大
公
の
ヨ
ハ

ン
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
同
妃
と
と
も
に
来
日
し
た
。
大
公
は
参
内
に

先
立
っ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
デ
ス
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ス
大
十
字
章
を
接
待

員
参
謀
次
長
の
福
島
安
正
に
託
し
た
。
こ
の
勲
章
は
徳
大
寺
実
則
を

経
て
天
皇
に
渡
さ
れ
た
。
十
八
日
の
大
公
妃
の
参
内
時
に
天
皇
は
正

装
に
贈
ら
れ
た
同
国
勲
章
を
佩
用
し
て
応
対
し
た
。
ま
た
皇
后
は
同

妃
と
の
面
会
前
に
皇
后
宮
大
夫
の
香
川
敬
三
を
霞
関
離
宮
に
派
遣
し
、

宝
一
を
贈
っ
た（

（（
（

。

　

明
治
時
代
に
は
じ
ま
っ
た
各
国
と
の
勲
章
贈
答
は
明
治
天
皇
の
崩

御
に
よ
っ
て
一
旦
幕
を
閉
じ
、
新
た
に
践
祚
し
た
大
正
天
皇
に
よ
っ

て
再
開
さ
れ
る
。
明
治
天
皇
の
死
後
、
天
皇
に
贈
ら
れ
た
勲
章
類
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
タ
ー
勲
章
が
叙
勲
者
の
数
を

限
定
し
て
い
た
よ
う
に
、
最
高
勲
章
に
は
佩
用
者
が
死
去
す
る
と
返

す
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
。

　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
一
月
に
は
明
治
天
皇
に
贈
ら
れ
た
勲
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章
の
う
ち
、
そ
の
よ
う
な
規
定
の
あ
る
勲
章
を
各
国
に
返
戻
す
る
こ

と
と
し
た
（
表
1
参
照
）。
十
一
月
九
日
に
十
七
の
勲
章
が
宮
内
省
か

ら
外
務
省
に
渡
さ
れ
、
ガ
ー
タ
ー
勲
章
だ
け
は
大
使
館
へ
送
ら
れ
た
。

十
二
月
四
日
に
ロ
シ
ア
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
ー
勲
章
と
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
大
綬
章
は
返
す
必
要
が
な
い
と
の
こ
と
で

宮
内
省
に
戻
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

お
わ
り
に

　

日
本
は
開
国
し
て
か
ら
も
勲
章
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
、
外
国
か

ら
の
勲
章
の
贈
進
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ド

イ
ツ
か
ら
二
等
勲
章
が
贈
ら
れ
る
と
の
情
報
を
得
る
と
そ
れ
を
棚
上

げ
に
し
、
勲
章
制
定
後
に
日
本
側
か
ら
最
高
勲
章
で
あ
る
菊
花
章
を

贈
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
も
一
等
勲
章
を
得
た
よ
う
に
、
当
初
か
ら
各
国

間
に
お
け
る
勲
章
贈
答
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
。

　

明
治
十
年
代
に
外
国
の
国
家
元
首
や
皇
族
が
来
日
す
る
と
勲
章
の

贈
答
は
本
格
化
し
た
。
最
初
に
来
日
し
た
ド
イ
ツ
と
の
応
接
が
赤
坂

仮
皇
居
で
の
勲
章
授
与
の
基
本
と
な
っ
た
。
外
国
儀
礼
を
と
お
し
て

天
皇
の
所
作
に
は
変
化
が
生
じ
た
が
、
そ
れ
は
ハ
ワ
イ
皇
帝
と
肩
を

並
べ
て
歩
き
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
勲
章
奉
呈
で
抱
擁
さ
れ
た
こ
と
に

あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

　

日
本
側
が
勲
章
を
贈
る
場
合
は
建
国
記
念
や
皇
帝
の
銀
婚
式
な
ど

特
別
な
と
き
で
あ
り
、
相
手
国
か
ら
最
高
勲
章
を
贈
ら
れ
れ
ば
そ
れ

に
相
当
す
る
菊
花
章
を
贈
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
。
勲
章
を
贈
る
際

に
は
親
書
が
添
え
ら
れ
、
両
国
の
懇
親
を
深
め
る
言
葉
が
書
か
れ
た
。

勲
章
の
贈
答
に
よ
っ
て
両
国
の
国
家
元
首
は
親
友
や
兄
弟
の
よ
う
な

間
柄
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
外
国
の
な
か
に
は
宗
教
に

よ
っ
て
贈
進
す
る
勲
章
に
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、
日
本
側
は
必
ず
し

も
最
高
勲
章
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
日
本
側
か
ら
最
高
勲
章
を
贈
る
の
は
不
都
合

で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
勲
章
増
設
に
は
、
国

内
の
官
員
た
ち
の
特
別
叙
勲
と
定
例
叙
勲
と
の
差
異
を
明
確
に
す
る

点
に
加
え
、
上
記
の
よ
う
な
対
外
的
な
理
由
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
菊
花
頸
飾
は
皇
帝
、
菊
花
章
は
皇
帝
・
大
統
領
・
皇
族
、

桐
花
章
は
皇
族
・
大
臣
・
特
命
全
権
公
使
、
宝
一
は
皇
后
・
女
王
・

女
性
皇
族
に
贈
ら
れ
た
。
明
治
天
皇
へ
の
勲
章
奉
呈
は
基
本
的
に
明

治
宮
殿
で
あ
っ
た
が
、
皇
太
子
の
そ
れ
は
複
数
の
場
所
で
お
こ
な
わ

れ
た
。

　

日
本
の
皇
族
は
軍
事
視
察
な
ど
で
欧
米
諸
国
を
巡
回
し
、
訪
問
国

の
国
家
元
首
か
ら
勲
章
が
贈
ら
れ
た
。
日
本
側
か
ら
勲
章
を
贈
る
と

き
は
特
命
全
権
公
使
が
奉
呈
す
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
格

式
の
高
い
方
式
と
し
て
皇
族
が
届
け
る
場
合
も
あ
っ
た
。
各
国
を
訪

問
し
た
皇
族
を
は
じ
め
、
留
学
で
長
期
滞
在
し
た
皇
族
を
接
待
し
た

者
は
、
叙
勲
の
対
象
と
さ
れ
た
。
彼
ら
は
来
日
す
る
御
雇
外
国
人
よ

り
も
勲
章
が
貰
い
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
叙
勲
は
「
外
国
人
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叙
勲
内
規
」
の
基
準
と
、
対
象
者
の
有
勲
種
類
を
調
べ
た
上
で
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

日
本
側
が
菊
花
章
を
贈
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
最

高
勲
章
で
あ
る
ガ
ー
タ
ー
勲
章
は
贈
り
返
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

日
英
同
盟
と
日
露
戦
争
を
経
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

国
で
は
な
い
日
本
に
贈
っ
た
こ
と
か
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
が
日
本
を

対
等
か
つ
親
密
な
関
係
を
持
つ
国
と
し
て
認
め
た
と
い
え
る
。
日
露

戦
争
後
に
も
皇
族
が
渡
欧
し
て
勲
章
を
奉
呈
し
た
り
、
金
婚
式
な
ど

特
別
な
場
合
に
勲
章
が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
贈
答
の
方
針
に
変
わ
り
は

な
か
っ
た
。
明
治
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、
佩
用
者
の
数
に
限
り
が
あ

る
最
高
勲
章
は
返
還
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た

勲
章
の
贈
答
に
よ
る
外
交
儀
礼
は
、
大
正
時
代
に
新
な
局
面
を
迎
え

る
こ
と
と
な
る
。

註（1
）　

拙
著
『
明
治
国
家
の
服
制
と
華
族
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年

十
二
月
、
八
八
～
九
二
頁
参
照
。

（
2
）　

拙
稿
「
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
の
御
真
影
―
栄
典
制
度
と
し
て

の
下
賜
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
五
三
、
二
〇
一
六
年

十
一
月
）
参
照
。

（
3
）　

拙
稿
「
宮
中
晩
餐
会
の
成
立
過
程
」（
松
尾
正
人
編
『
近
代
日
本

成
立
期
の
研
究
』
政
治
・
外
交
編
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
三

月
）
参
照
。

（
4
）　

中
山
和
芳
『
ミ
カ
ド
の
外
交
儀
礼
―
明
治
天
皇
の
時
代
―
』（
朝
日

選
書
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
「
近
代
外
交

体
制
の
創
出
と
天
皇
」（
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編

『
近
代
化
す
る
日
本
』〈
日
本
の
対
外
関
係
、
七
〉
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
5
）　

拙
稿
「
栄
典
制
度
の
形
成
過
程
―
官
僚
と
華
族
の
身
分
再
編
を
中
心

に
―
」（『
日
本
史
研
究
』
五
五
三
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）、
同

「
明
治
時
代
の
勲
章
制
度
」（『
中
央
史
学
』
三
五
、
二
〇
一
二
年

三
月
）、
同
「
明
治
時
代
の
勲
章
授
与
式
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学

会
紀
要
』
五
二
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）。

（
6
）　
「
皇
帝
陛
下
ヘ
独
逸
皇
帝
ヨ
リ
黒
鷲
勲
章
寄
贈
ノ
件
」（「
外
国
ヨ

リ
皇
室
ヘ
勲
章
贈
呈
雑
件
」
一
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、
六

門
―
二
類
―
一
項
―
一
号
）。

（
7
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
三
、
明
治
七
年
十
二
月
三
十
一
日
条
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
九
年
、
二
〇
三
頁
。

（
8
）　

梅
溪
昇
編
『
明
治
期
外
国
人
叙
勲
史
料
集
成
』
一
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
一
年
、
一
〇
頁
。

（
9
）　

同
右
、
四
八
頁
。

（
10
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
四
、
明
治
十
年
四
月
二
十
七
日
条
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
、
一
六
七
頁
。

（
11
）　

前
掲
『
明
治
期
外
国
人
叙
勲
史
料
集
成
』
一
、
四
一
頁
。

（
12
）　

前
掲
註
（
6
）
参
照
。

（
13
）　
「
初
参
内
ノ
件
、
附
勲
章
捧
呈
並
勲
章
条
例
及
御
謝
辞
電
報
」（「
外

賓
接
待
録
」
三
・
独
逸
国
皇
孫
来
航
の
部
一
、
宮
内
庁
書
陵
部
宮

内
公
文
書
館
所
蔵
、
識
別
番
号
二
六
五
五
四
―
一
）、
前
掲
『
明

治
天
皇
紀
』
四
、
明
治
十
二
年
五
月
二
十
九
日
条
、
六
七
一
～
六

七
二
頁
。
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（
14
）　
「
御
暇
乞
参
内
ノ
件
」（「
外
賓
接
待
録
」
四
・
独
逸
国
皇
孫
来
航

の
部
二
、
識
別
番
号
二
六
五
五
四
―
二
）。

（
15
）　
「
勲
章
進
呈
参
内
ノ
件
」（「
外
賓
接
待
録
」
二
三
・
伊
太
利
国
皇

族
来
航
の
部
一
、
識
別
番
号
二
六
五
五
六
―
一
）。

（
16
）　

マ
リ
サ
・
デ
ィ
・
ル
ッ
ソ
、
訳
高
田
和
文
「
駐
日
イ
タ
リ
ア
公
使

バ
ル
ボ
ラ
ー
ニ
と
明
治
の
日
本
の
未
公
開
写
真
ア
ル
バ
ム
」（『
大

日
本
全
国
名
所
一
覧
―
イ
タ
リ
ア
公
使
秘
蔵
の
明
治
写
真
帖
―
』
平

凡
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
九
九
頁
）。

（
17
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
五
、
明
治
十
三
年
三
月
五
日
条
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
一
年
、
三
二
頁
。

（
18
）　

同
右
、
明
治
十
三
年
五
月
七
日
条
、
六
一
頁
。

（
19
）　

宮
永
孝
『
グ
ラ
ン
ト
将
軍
日
本
訪
問
記
』
雄
松
堂
書
店
、
一
九
八

三
年
、
八
九
頁
。

（
20
）　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｎ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
著
、
荒
俣
宏
・
樋
口
あ

や
こ
訳
『
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
の
ニ
ッ
ポ
ン
仰
天
旅
行
記
』
小
学
館
、

一
九
九
五
年
、
七
八
～
七
九
頁
。

（
21
）（
22
）　
「
布
哇
国
皇
帝
陛
下
ヘ
菊
花
大
綬
章
御
親
贈
並
御
対
食
次
第
」

（「
外
賓
接
待
録
」
三
、
布
哇
国
皇
帝
来
航
の
部
別
冊
、
識
別
番
号

二
六
五
五
八
）。

（
23
）　
「
布
哇
国
皇
帝
ヨ
リ
天
皇
陛
下
ヘ
捧
呈
ノ
同
国
勲
章
ニ
ツ
イ
テ
賞

勲
局
主
事
ヨ
リ
問
合
セ
ノ
件
」（
同
右
）。

（
24
）　

前
掲
『
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
の
ニ
ッ
ポ
ン
仰
天
旅
行
記
』
一
三
四
頁
。

（
25
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
四
、
明
治
十
二
年
九
月
十
一
日
条
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
、
七
四
六
～
七
四
七
頁
。

（
26
）　

同
右
、
明
治
十
三
年
十
一
月
二
十
日
条
、
明
治
十
四
年
一
月
二
十

九
日
条
、
七
月
二
十
九
日
条
、
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
、
二
六
八
頁
、

四
一
六
頁
。

（
27
）　

同
右
、
明
治
十
五
年
九
月
十
一
日
・
十
六
日
条
、
七
八
五
頁
、
七

八
九
頁
。

（
28
）　
「
英
国
皇
太
子
殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」、「
丁
抹
国
皇
帝
陛
下

ヘ
勲
章
御
贈
進
並
同
陛
下
西
班
国
摂
政
皇
后
葡
萄
牙
国
皇
帝
両
陛

下
及
秘
露
共
和
国
大
統
領
ヘ
御
親
書
御
発
送
ノ
件
」（「
外
交
贈
答

録
」
明
治
十
九
年
、
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
、
識
別

番
号
一
九
七
三
）。

（
29
）　
「
長
崎
省
吾
第
一
回
談
話
速
記
」
昭
和
二
年
十
月
十
一
日
（
堀
口

修
編
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料
「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

二
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
三
〇
～
三
一
頁
）。

（
30
）　
「
英
国
皇
孫
渡
来
ノ
節
御
国
女
皇
陛
下
ヨ
リ
聖
上
ヘ
印
度
星
勲
章

贈
進
セ
ラ
ル
ヽ
ト
モ
御
受
領
無
之
様
具
申
ノ
件
」（
前
掲
「
外
国

ヨ
リ
皇
室
ヘ
勲
章
贈
呈
雑
件
」
一
）。

（
31
）　
「
墺
国
弁
理
公
使
「
ホ
ッ
フ
ヘ
ン
フ
ヘ
ル
ス
」
氏
同
国
皇
帝
ヨ
リ

寄
贈
ノ
大
勲
章
捧
呈
ノ
為
メ
謁
見
ノ
件
」（
同
右
）。

（
32
）　
「
西
班
牙
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
我
天
皇
陛
下
ヘ
同
国
最
高
等
勲
章
御

寄
贈
一
件
」（
同
右
）。

（
33
）　
「
仏
国
大
統
領
「
カ
ル
ノ
ー
」
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（「
外
交
贈

答
録
」
明
治
二
十
五
年
、
識
別
番
号
七
八
六
四
）。
第
一
一
号
。

（
34
）　
「
西
班
牙
国
皇
帝
陛
下
ヘ
菊
花
大
綬
章
御
贈
進
之
件
」（「
外
国
元

首
及
皇
族
ニ
勲
章
寄
贈
雑
件
」
四
、
六
門
―
二
類
―
一
項
―
六
号
）。

（
35
）　
「
墺
国
皇
帝
陛
下
ヘ
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾
御
贈
進
之
件
」（
同
右
）。

（
36
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
七
、
明
治
二
十
三
年
六
月
十
三
日
条
、
五
七
一

～
五
七
二
頁
。

（
37
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
八
、
明
治
二
十
八
年
六
月
十
日
条
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
、
八
三
六
～
八
三
七
頁
。

（
38
）　
「
独
国
特
命
全
権
公
使
「
グ
ー
ト
シ
ミ
ツ
ド
」
ヨ
リ
叙
勲
御
礼
状
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ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
二
十
八
年
、
識
別
番
号
七
八
六
六
）。

（
39
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
七
、
明
治
二
十
四
年
五
月
十
三
日
条
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
三
年
、
八
二
二
頁
、「
廿
四
年
五
月
以
降
各
国
ヨ

リ
聖
上
ヘ
捧
呈
ノ
勲
章
賞
勲
局
ヘ
通
牒
ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」

明
治
二
十
六
年
、
識
別
番
号
七
八
六
五
）。

（
40
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
九
、
明
治
三
十
年
六
月
二
十
四
日
条
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
三
年
、
二
七
〇
頁
。

（
41
）　
「
独
国
皇
太
子
殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
為
同
国
皇
帝
陛
下
並
皇
太

子
殿
下
ヘ
御
親
書
御
発
送
ノ
件
」、「
墺
洪
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
皇
太

子
殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」、「
丁
抹
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
皇
太
子

殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」、「
露
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
皇
太
子
殿
下

ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」、「
韓
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
聖
上
並
皇
太
子
殿

下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」、「
和
蘭
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
皇
太
子
殿
下

ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
三
十
三
年
、
識
別

番
号
七
八
八
四
）。

（
42
）　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
九
、
明
治
三
十
三
年
九
月
五
日
条
、
八
八

六
～
八
八
七
頁
。

（
43
）（
44
）　
「
各
国
君
主
王
大
統
領
ヨ
リ
皇
太
子
殿
下
ヘ
御
贈
進
ノ
勲
章

名
称
及
奉
呈
年
月
日
等
賞
勲
局
ヘ
通
牒
ノ
件
」（
前
掲
「
外
交
贈

答
録
」
明
治
三
十
三
年
）。

（
45
）　
「
土
耳
格
国
外
務
次
官
「
パ
シ
ヤ
」
外
十
二
名
叙
勲
方
同
国
外
務

大
臣
ヨ
リ
申
立
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
二
十
五
年
）。

（
46
）（
47
）　
「
皇
后
陛
下
ヨ
リ
独
国
皇
太
子
妃
殿
下
、
英
国
皇
太
子
妃
殿

下
ヘ
勲
章
（
宝
冠
章
）
御
贈
進
ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
三

十
八
年
、
識
別
番
号
七
九
〇
五
）。

（
48
）　
「
聖
上
ヨ
リ
清
国
皇
帝
陛
下
ヘ
皇
后
陛
下
ヨ
リ
同
国
皇
太
后
陛
下

ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
三
十
五
年
、
識
別
番
号
七

八
八
六
）。

（
49
）　
『
熾
仁
親
王
行
実
』
下
、
高
松
宮
家
、
一
九
二
九
年
、
一
一
九
頁
、

一
三
四
頁
、
一
三
八
頁
。

（
50
）　

同
右
、
一
四
三
頁
、
一
四
七
頁
。

（
51
）　
『
威
仁
親
王
行
実
』
上
、
威
仁
親
王
行
実
編
纂
会
、
一
九
二
六
年
、

一
四
四
～
二
〇
四
頁
。

（
52
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
六
、
明
治
十
七
年
四
月
二
十
五
日
条
、
二
〇
一

～
二
〇
二
頁
。

（
53
）　
「
載
仁
親
王
殿
下
仏
国
ニ
於
テ
御
修
業
ノ
際
尽
力
ニ
付
同
国
陸
軍

中
将
「
デ
フ
イ
ス
」
外
四
名
叙
勲
申
立
方
外
務
大
臣
ヘ
通
牒
ノ
件
」、

「
依
仁
親
王
殿
下
仏
国
ニ
於
テ
御
修
業
ノ
際
尽
力
ノ
同
国
海
軍
兵

学
校
長
「
バ
ル
ラ
」
外
一
名
叙
勲
ニ
付
送
達
方
外
務
大
臣
ヘ
通
牒

ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
二
十
二
年
、
識
別
番
号
七
八
六
三
）。

（
54
）　
「
仏
国
陸
軍
大
学
校
長
「
ヂ
ヨ
ン
ヌ
」
ヨ
リ
ノ
叙
勲
御
礼
状
外
務

大
臣
ヨ
リ
回
付
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
二
十
四
年
、
識
別
番
号
七

八
六
四
）。

（
55
）　
「
外
国
人
叙
勲
申
立
規
程
外
務
大
臣
ヨ
リ
通
牒
ノ
件
」（
同
右
、
明

治
二
十
九
年
、
識
別
番
号
七
八
六
六
）。

（
56
）　
「
伊
国
皇
帝
陛
下
ヨ
リ
彰
仁
親
王
殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（
同

右
、
明
治
二
十
九
年
）。

（
57
）　
「
載
仁
親
王
殿
下
和
蘭
国
御
滞
在
中
接
伴
ニ
従
事
ノ
同
国
主
殿
長

官
男
爵
「
ク
リ
フ
オ
ル
ド
」
叙
勲
ノ
件
」、「
載
仁
親
王
殿
下
独
、

仏
、
白
、
蘭
各
国
御
巡
視
ノ
際
諸
事
尽
力
ノ
白
耳
義
国
宮
内
大
臣

伯
爵
「
ウ
ー
ル
ト
ル
モ
ン
」
外
四
十
六
名
叙
勲
ノ
件
」（
前
掲
「
外

交
贈
答
録
」
明
治
三
十
三
年
）。

（
58
）　
「
載
仁
親
王
殿
下
露
国
御
巡
視
ノ
際
諸
事
尽
力
ノ
同
国
宮
内
省
主

殿
頭
伯
爵
「
ペ
ン
ケ
ン
ド
ル
フ
」
外
四
十
一
名
叙
勲
ノ
件
」（「
外
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交
贈
答
録
」
明
治
三
十
四
年
、
識
別
番
号
七
八
八
五
）。

（
59
）　
「
載
仁
親
王
殿
下
欧
洲
御
巡
歴
中
接
伴
ニ
従
事
ノ
墺
洪
国
枢
密
顧

問
官
「
モ
ン
テ
ニ
ュ
ポ
ー
」
外
三
十
五
名
並
仏
国
歩
兵
大
尉
「
レ

オ
ン
ジ
エ
ナ
ン
」
外
一
名
叙
勲
ノ
件
」（
前
掲
「
外
交
贈
答
録
」

明
治
三
十
五
年
）。

（
60
）　
「
露
国
皇
太
子
殿
下
並
「
モ
ル
ジ
ュ
」「
ポ
ー
ル
」
太
公
両
殿
下
及

白
国
「
ア
ル
ベ
ー
ル
」
親
王
殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」、「
墺
地

利
国
「
フ
エ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
」
殿
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（
同
右
、

明
治
三
十
四
年
）。

（
61
）　

梅
溪
昇
編
『
明
治
期
外
国
人
叙
勲
史
料
集
成
』
三
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
一
年
、
六
二
三
～
六
二
四
頁
。

（
62
）　
「
威
仁
親
王
同
妃
両
殿
下
英
国
御
滞
在
中
諸
事
尽
力
ノ
海
軍
少
将

「
ジ
ョ
ー
ジ
ネ
ウ
イ
ル
」
外
二
名
叙
勲
ノ
件
」（
前
掲
「
外
交
贈
答

録
」
明
治
三
十
八
年
）。

（
63
）　
「
白
耳
義
国
皇
帝
陛
下
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
三
十

八
年
）。

（
64
）　
「
威
仁
親
王
同
妃
両
殿
下
独
国
皇
太
子
殿
下
御
結
婚
式
参
列
ノ
為

御
差
遣
ノ
節
欧
洲
諸
国
御
歴
訪
ニ
際
シ
接
伴
ニ
従
事
ノ
伊
国
侍
従

武
官
海
軍
少
将
「
ド
オ
レ
ス
チ
ス
」
外
九
十
一
名
叙
勲
ノ
件
」（
同

右
、
明
治
三
十
八
年
）。

（
65
）　
「
博
恭
王
殿
下
韓
国
ヘ
御
差
遣
ノ
節
諸
事
尽
力
ノ
同
国
侍
従
武
官

長
李
根
沢
外
二
十
一
名
叙
勲
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
三
十
八
年
）。

（
66
）　

梅
溪
昇
編
『
明
治
期
外
国
人
叙
勲
史
料
集
成
』
四
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
一
年
、
三
二
〇
～
三
二
一
頁
、
三
五
〇
～
三
五
一
頁
。

（
67
）　

同
右
、
三
八
一
～
三
八
五
頁
。

（
68
）　
「
貞
愛
親
王
殿
下
御
滞
英
中
接
伴
ニ
尽
力
ノ
同
国
元
帥
伯
爵
「
ロ

バ
ー
ツ
」
叙
勲
ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
四
十
一
年
、
識
別

番
号
七
九
〇
七
）。

（
69
）　
「
邦
彦
王
殿
下
西
班
牙
国
皇
室
御
訪
問
ノ
際
接
伴
ニ
尽
力
ノ
同
国

侍
従
大
貴
族
公
爵
「
ビ
ヴ
オ
ナ
」
外
三
十
八
名
叙
勲
ノ
件
」（
同
右
、

明
治
四
十
一
年
）。

（
70
）　

梅
溪
昇
編
『
明
治
期
外
国
人
叙
勲
史
料
集
成
』
五
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
一
年
、
一
四
二
～
一
四
三
、
二
二
七
～
二
二
八
、
二
三
〇

～
二
三
一
頁
。

（
71
）　
「
英
国
皇
帝
陛
下
ヘ
菊
花
章
頸
飾
御
贈
進
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
四

十
三
～
四
十
四
年
、
追
加
ノ
二
、
識
別
番
号
一
一
〇
〇
二
）、
同
右
、

三
一
四
～
三
一
六
頁
、
三
八
二
～
三
八
四
頁
。

（
72
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
十
一
、
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
五
日
条
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
四
八
五
頁
。

（
73
）　

同
右
、
四
八
七
頁
。

（
74
）（
75
）　

同
右
、
四
八
八
頁
。

（
76
）（
77
）　
「
独
逸
連
邦
バ
ー
デ
ン
国
太
公
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
」
殿
下
ヘ

勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
三
十
九
年
、
識
別
番

号
一
九
七
六
）。

（
78
）　
「
清
（
マ
マ
）国
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ウ
イ
ツ
チ
大
公
殿

下
銀
婚
式
挙
行
ニ
際
シ
御
祝
電
御
発
送
並
菊
花
大
綬
章
御
贈
進
ノ

件
」（
同
右
、
明
治
十
年
～
四
十
一
年
、
追
加
ノ
一
、
識
別
番
号

一
一
〇
〇
一
）。

（
79
）　
「
仏
国
大
統
領
ヘ
勲
章
御
贈
進
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
四
十
年
、
識

別
番
号
七
九
〇
六
）。

（
80
）　
「
仏
国
特
命
全
権
大
使
「
オ
ー
ギ
ユ
ス
ト
、
ジ
エ
ラ
ー
ル
」
叙
勲

ノ
件
」（
同
右
、
明
治
四
十
年
）。

（
81
）　
「
仏
国
参
謀
中
佐
勲
三
等
エ
ス
、
マ
ル
ク
リ
ー
ヘ
ノ
叙
勲
ハ
死
去

ニ
付
取
消
ノ
件
」（
同
右
、
明
治
四
十
三
～
四
十
四
年
、
追
加
ノ
二
、
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識
別
番
号
一
一
〇
〇
二
）。

（
82
）　
『
明
治
天
皇
紀
』
十
二
、
明
治
四
十
三
年
六
月
十
八
日
条
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
四
二
〇
～
四
二
一
頁
。

（
83
）　
「
各
国
皇
帝
及
其
ノ
他
ヨ
リ
明
治
天
皇
ヘ
御
贈
進
ノ
勲
章
並
頸
飾

章
ノ
内
規
定
ニ
依
リ
返
戻
ヲ
要
ス
ル
分
其
ノ
向
ヘ
返
送
取
計
方
外

務
大
臣
ヘ
依
頼
ノ
件
」（「
外
交
贈
答
録
」
明
治
四
十
五
～
大
正
元

年
、
識
別
番
号
一
九
七
七
）。

（
日
本
大
学
商
学
部
准
教
授
）


